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産
業
連
関
分
析
に
お
け
る

部
門
統
合
問
題
の
実
証
的
検
討

-

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
部
門

の

｣

【

設
定

を
中
心
に
-

小
野
寺

義

幸

は

じ

め

に

本
稿
の
目
的
は
'
所
与
の
細
分
類
さ
れ
た
産
業
連
関
表
を
解
い
て
'
特

定
部
門
を
中
心
と
す
る
産
業
連
関
分
析
を
行
お
う
と
す
る
場
合
の
部
門
統

(i
)

合
の
問
題
点
を
摘
出
し
.
も

っ
て
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス

関

係
部
門
の
全
経
済

体
系
上
に
お
け
る
構
造
分
析
等
を
行
う
際
の
部
門
統
合
法
に

一
定
の
示
唆

を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
｡

注
(
-
)

食
料
の
供
給
と
い
-
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

(
生
産
活
動
)
に
か

か

わ
っ
て
相
互
に
結
合
し
て
い
る
産
業

(
食
料
品
と
い
-
商
品

を
供
給
す
る
産
業
と
ほ
ほ
同
意
義
)
を
狭
義
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
と
い
-
｡
す
な
わ
ち
'
①
食
用
農
畜
産
物
の
生
産
に
か
か
わ

る
農
業
部
門
'
②
そ
の
桑
葉
部
門
に
生
産
茸
材
を
供
給
す
る
産

業
部
門
'
⑨
食
用
農
畜
産
物
を
貯
蔵

･
加
工

･
運
搬

･
販
売

(
飲
食
店
を
ふ
く
む
)
す
る
産
業
部
門
'
④
食
用
水
産
物
の
生

産

･
貯
蔵

･
加
工
･
運
搬

･
販
売

(
飲
食
店
を
ふ
-
む
)
に
か

か
わ
る
産
業
部
門
の
総
称
で
あ
る
｡

右
の
概
念
に
'
繊
維
用
畜
産
等
非
食
用
鼻
畜
産
物
の
生
産

･

貯
蔵

･
加
工
･
運
搬

･
販
売
に
か
か
わ
る
産
業
部
門
を
加
え
た

も
の
を
広
義
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
-
｡
詳
し
-
は
稀
宋
参

考
文
献

〔
15
〕
参
照
｡

｢

問
題
の
所
在

第
1
表
は
'
行
政
管
理
庁
他

〓

省
庁
の
共
同
編
集
に
よ
る

『
昭
和
五

十
年
産
業
連
関
表
』
(
以
下

｢
政
府
表
｣
と

い
う
)
の

｢
総
合
解
説
編
｣

(-
)

お
よ
び

｢
計
数
編
(2

)
｣
に
発
表
さ
れ
て
い
る
誘
発
計
算
結
果
で
あ

る

｡

い
う
ま
で
も
な
く
'

産

業
連
関
分
析
の
基
本
原
理
は
'
国
民
経
済
を
構
成

(2
)

す
る
各
産
業
部
門

の
均
衡
産
出
解
を
求
め
る
こ
と
に
あ

-

'

こ
れ
が
'
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
構
造
政
策
の
効
果
測
定
や
'
将
来
の
産
業
構
造
の
予

測
な
ど
'
今
日
'
産
業
連
関
分
析
を
経
済
学
の
実
証

･
応
用
の
分
野
で
定

(3
)

着
化
さ
せ
た
仕
掛

で
あ

る

｡

と
こ
ろ
が
'
第

1
裏
に
み
る
よ
う
に
'
こ
の
国
民
経
済
を
構
成
す
る
各

産
業
部
門
の
設
定
の
仕
方
が
'
逆
に
産
業
連
関
分
析
で
は
大
変
に
問
題
を

《
ノ
ー
ト
》

産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
問
題
の
実
証
的
検
討

一
四
五



第 1表 アグリゲート段階別の最終需要項目別粗付加価値および

輸入誘発 (昭和50年) (単位 鳩 円,%)

出所 :行政管理庁他日省庁共同編集 『昭和50年産業連関表』.
住ll) 計算は以下による.

A
粗付加価値誘発斬ニケ･[1-(I-M)A]-1･〔(ト M〕F+E]< 人 人
輸入誘発額-血 1･[1-(I-M)A]-1･[(I-M)F+E]+MF

(2) 下段 ( )内は誘発依存度である.

(3) 部門分嬢は付表参照のこと.

】
四
六

含
ん
で
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
内
生
部

門

(部
門
分
類
に
つ
い
て
は
後
鴇
付

表
3
-
6
参
照
の
こ
と
)
を

1
三
部

門
'
六

一
部
門
'

一
六
五
部
門
に
そ

れ
ぞ
れ
統
合

(
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
)
し

た
政
府
表
に
よ
れ
ば
'
そ
の
誘
発
効

果
が
あ
る
最
終
需
要
に
つ
い
て
は
全

く
'
そ
の
他
の
最
終
需
要
に
つ
い
て

も
微
妙
に
違
っ
て
い
る
｡
た
と
え
ば
'

在
庫
純
増
に
よ
る
輸
入
誘
発
額
は
'

一
三
部
門
の
場
合
と
六

一
部
門
の
場

合
は
同
額
の
三
三
七
億
円
で
あ
る
の

に
'

1
六
五
部
門
で
は
マ
イ
ナ
ス
六

四
億
円
と
な
っ
て
'
全
く
逆
の
効
果

(4
)

を
示
し
て
い

る

｡

粗
付
加
価
値
誘
発

額
に
つ
い
て
も
'
や
は
-
在
庫
純
増

を
中
心
に
'

一
三
部
門
お
よ
び
六

一

部
門
の
場
合
と
'

一
六
五
部
門
の
場

合
の
効
果
が
微
妙
に
違

っ
て
い
る
｡

後
に
述
べ
る
農
林
水
産
省
大
臣
官

房
調
査
課

『
農
林
漁
業
を
中
心
と
し



第2表 最終需要項 目別生産誘発効果の比較 (昭和50年)

(単位 :10億円,%)

鼻 水 省 表
アグ リビジ
ネス衷

(114部門)

政 府 表

(L65部門)

家 計 外 消 費 支 出

家 計 消 費 支 出

対家計民間非営利団体消費
支出

一 般 政 府 消 費 支 出

(給 固 定 資 本 形 成)

政 府 絶 固 定 資 本 形 成

民 間 総 国 定 資 本 形 成

在 庫 純 増 ≦
輸 出

計

950･ 943

45,250 46,147
(13.6) (14.1)

332,211: 325,479
(1∞.0) (100.0)

注rl)[I-(IIM)A〕~1･[(I-M)Y+E]による.

(2) 74部門の生産誘発密計が政府表 と一致 しないのは, 逆行列演算の際の小数

点以下数値の取 り方不足による.

(3) 114部門は,仮設部門である自家輸送部門をそれぞれの産業に格付けし直 し

て (ばらまいて)あるため,生産誘発額計が少な くなっている.

た
産
業
連
関
表
』
(以
下

｢農
水
省
表
｣

と
い
う
)
の
内
生
七
四
部
門
と
い
う
ア
グ

リ
ゲ
ー
ト
の
場
合
も
'
農
業
総
合
研
究
所

特
別
研
究
資
料
第
2
号

『
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
産
業
連
関
表

(
昭
和
三
五
1
四
〇
-
四

五
-
五
〇
年
接
続
)
』

(以

下
｢
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ

ス
表
｣
と
い
う
)
の
内
生

一
1
四

部
門
と
い
う
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
の
場
合
も
'

同
様
の
問
題
が
出
て
い
る
(第
2
表
)｡

も
と
よ
り
､
こ
れ
ら
の
計
算
の
基
礎
と

な
っ
て
い
る
デ
ー
タ
は
､
基
本
表
べ
-
ス

で
五
五
四
行
×
四
〇
七
列
の
政
府
表
と
い

う
点
で
全
く
共
通

で
あ
る
｡
ま
た
'
計
算

方
法
も
同
じ
で
あ
る
｡
に
も
か
か
わ
ら
ず
'

計
算
結
果
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
差
が
生

じ
て
く
る
の
は
'

ア
'
逆
行
列
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
た
め
か

イ
'
与
え
る
最
終
需
要
へ
輸
入
'
租
付

加
価
値
率
等
の
ベ
ク
ト
ル
が
違
う
た

め
か

の
い
ず
れ
か
ま
た
は
双
方
の
理
由
に
よ
る

一
四
七



《
ノ
ー
ト
》

産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
問
題
の
実
証
的
検
討

と
考
え
て
よ
い
｡

す
な
わ
ち
'
三
つ
の
行
列

〔
)3×
)3
〕
,
〔6
1
×
6
1〕,
〔
)65×
)65〕
の

そ
れ
ぞ
れ
の
逆
行
列

[7
-
(I
-
M
)
A
]
1
1I
B

は
'

そ

も
そ
も
行
列
の

大
き
さ
も
違
う
わ
け
で
あ
る
L
t

β
を
構
成
す
る
各
要
素
bi
j
も
同
じ
で

あ
る
と
い
う
保
証
は
な
い
O
ま
た
'
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
[

(I
-
M

)F
+

E
]
と
い
う
各
最
終
需
要
ベ
ク
ト
ル
に
つ
い
て
も
､
M
=
M
(
A
X
+
F
)

と
い
う
輸
入
列
ベ
ク
ト
ル
お
よ
び
Ⅴ
と
い
う
粗
付
加
価
値
率
列
ベ
ク
ト

ル

に
つ
い
て
も
'
列
の
大
き
さ
と
要
素
が
異
な
る
｡
そ
し
て
'
こ
れ
ら
の
違

い
は
何
に
由
来
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
'
そ
も
そ
も
の
部
門
設
定

(部
門

統
合
)
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
'
任
意

(5
)

な
部
門
競
合

(
あ
る
い
は
部
門
分
割
)
は
'
投
入
係
数
の
安
定

性
を

損
う

も
の
で
あ
-
'
し
た
が
っ
て
波
及
効
果
過
程
を
示
す
逆
行
列
係
数
に
も
違

い
を
生
じ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
｡

も
っ
と
も
'
こ
の
点
に
関
し
て
'
産
業
連
関
分
析
の
始
祖
で
あ
る
W
･

(6
)

レ
オ
ン
チ
ェ
フ
は
実
証
主
義
的
立
場
か
ら
楽
観
的
で
あ

る

｡

そ
れ
故
彼
は
'

稿
末
参
考
文
献

〔
‖
〕'
〔
12
〕'
〔
13
〕
等
に
よ
っ
て
'
即
刻
'
批
判
さ
れ
'

あ
る
い
は
超
克
さ
れ
て
い
る
｡
も
と
よ
り
本
稿
の
主
た
る
目
的
は
'
レ
オ

ン
チ
ェ
フ
の
統
合
法
'
さ
ら
に
は
そ
れ
に
対
す
る
批
判
'
反
批
判
を
紹
介

し
'
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
数
学
的
証
明
に
対
し
て
論
駁
を
加
え
る
こ
と
で

は
な
い
｡
実
践
的
な
場
に
お
け
る
産
業
連
関
分
析
の
活
用
の
際
に
'
い
か

に
し
て
前
述
の
よ
う
な
困
難
を
少
な
く
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
'
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
部
門
の
設
定

(統
合

･
分
割
)
と
い
う
具
体
的
な
作
業
結
果
を

(7
)

通
じ
書
き
留
め
て
お
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る

｡

注
(
-
)

今
日
'
産
業
連
関
分
析
に
お
い
て
'
最
も
良
く
用
い
ら
れ
る

と

こ
ろ
の
競
争
輸
入
型
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
､
こ
の
計
算
方
法
を

解
説
す
れ
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
｡

ま
ず
'
コ
三
ア
ィ
テ
ィ
パ
ラ
ソ
ス
式
は
t

A
X
+
F
+
E
I
M
I
X

-
-
･･･････-
･･･
-
-
････())

と
設
定
す
る
｡
た
だ
し
'
こ
こ
で

X
=
(X
L.X
,.≡
)X
n)
-
固
方
陣
御
難
F
rJ
pE
P
T
＼L,

A
I
[alJ]I
n
顎
n
f[]8
滞
>
菊
浄
1Li
F
rJ

a
ij
=
jnlJ
rX
'

-
j
鵠
F
望
日
計
耳
か
i
鵠
Pd
チ
b
q)罪

>
埼

呼
止
i
Zu

+
洩

Fd
8
圃
Fb
肝
離
鈎

.C･罪
L
汁
付
目

か

8
苅
>
(苅
苛
)

+
,T
.漕

F

I
(F
.,F
,,All,F
n
)
-
幕
臣
付
帯

(
軸
苓
渦
柵
九

g

†

tヽ,

E

I
(E
l
,
E

2

.･･･.E
n
)
=
審

E
e
F
Ej,<
9

7

､t,

M

=
(M
l
,

M
,.-
､M
n)
=
審
>
q)
F
Ij九
g

て
L･

い
ま
'

こ
こ

に

輸

入
係
数
人〃
(人
は
対
角
化
を

意

味

す

る
)

を

blFJ

l

A

4

A
X
+
F

と
定
義
す
れ
ば
'
輸
入

肘
は
'



M
=
M

(A
X
+
F
)
･･･････-
-
････････････････
･･･(2
'

と
表
わ
せ
る
｡
こ
れ
を
仙
式
に
代

入
し
て

>

A
X
+
F
+
E
I
X
+
M

(A
X
+
F
)

の
三
丁
ル
式
を
設
定
し
､
変
型

･
整
理
す
れ
ば
'

>

X
I
[7
-
(I
-

M
)A
]
.
1
･
[
(Z
I
M
)F
+
E
]
･･壷

を
得

る
｡
た
だ
し
t
J
は
単位
行

列

で

あ
る
O

こ
の
㈲
式
の

(Z
I
M
)
A
が
'
輸
入
品
消
費
比
率
に
部
門
差
が
な
い
と
仮
定

し
た
場
合
の
国
産
品
投
入
係
数
で
あ
り
,
(I
-
^̂
4
)
F
は
,
同

じ
仮
定
の
も
と
で
の
国
産
品
に
対
す
る
国
内
需
要
で
あ
る
こ
と

は
自
明
で
あ
る
｡

し
た
が

っ
て
'
逆
行
列

[7
-
(Z
I
M

)
ゝ
]
上

に
'

国
産
品

に
対
す
る
国
内
需
要

(I
-
A
)
F

(
家
計
外
消
費
支
出
,
家
計

消
費
支
出
へ
対
家
計
民
間
非
営
利
団
体
消
費
支
出
'

一
般
政
府

消
費
支
出
'
国
内
絶
固
定
資
本
形
成
'
在
庫
純
増
の
そ
れ
ぞ
れ

の
ベ
ク
ト
ル
)
と
輸
出
E
を
乗
じ
れ
ば
'
最
終
需
要
項
目
別
生

産
誘
発
額
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
O

さ
ら
に
､
逆
行
列

[7
-
(Z
I
M

)
A
]
I
l
を
Cq
と
定
義
し
て

仏式
に
㈲
式
を
代
入
'
展
開
す
れ

ば
t

M
I
h
A
B
(Z
I
M
)F
+
M
A
B
E
+
M
F

>

>

>

-
[M
A
B
(
Z
I
M
)
+
M

j
F
+
M
A
B
E

･･･-
(4
)

を
得
る
O

こ
こ
で
'
輸

入
肘
は
'
輸
出

を
除く
最

終
需
要
ダ
に

ょ
っ
て
誘

発
さ
れ
る
も
の
と
'
輸
出
E
に
よ
り
誘
発
さ
れ

る
も

の
と
の
合
計

と
定
義
さ
れ
る
｡
す
な

わ
ち
'
最
終
需
要

項
目
別

《
ノ
ー
ト
》

産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
間
席
の
実
証
的
検
討

(
2

)

の
生
産
誘
発
額

[Z
I
(JI
M
)A
]･1･
[
(Z
I
M
)
F
+
E
]
に

輸
入
品
投
入
係
数
M

A
を
乗
じ
中
間
需
要
部
門
に
お
け
る
輸
入

誘
発
額
を
求
め
'
こ
れ
に
輸
出
を
除
く
最
終
需
要
部
門
に
お
け

る
直
接
輸
入
額
M
F
を
加
算
し
た
も
の
が
翰
入
誘
発
額
で
あ
る
.

こ
の
誘
発
さ
れ
た
輸
入
額
の
最
終
需
要
項
目
別
の
構
成
比
が
柵

入
誘
発
依
存
度
で
あ
る
｡

1
方
'
粗
付
加
価
値
率

V
j
I
V
j
JX
j
の
列
ベ
ク
ト
ル
を
V

と
す
れ
ば
'
輸
入
の
場
合
と
同
様
に
'
最
終
需
要
項
目
別
生
産

番
秀
頼
に
対
角
化
し
た
人Ⅴ

を
乗
じ
た
も
の
が
'

粗
付
加
価
値

誘
発
頻
で
あ
り
'
そ
の
最
終
需
要
項
目
別
構
成
比
が
粗
付
加
価

値
誘
発
依
存
度
と
な
る
｡

な
お
'
産
業
連
関
分
析
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
'
競
争
抽
入
型
'

非
競
争
輸
入
型
と
い
-
呼
称
は
'
純
粋
に
作
表
テ
ク
ニ
ッ
ク
上

の
輸

入
の
帝
政
方
式
に
付
さ
れ
た
呼
称
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
'

同
種
商
品
で
あ
れ
は
'
翰
八
品
で
あ
ろ
-
が
国
産
品
で
あ
ろ
う

が
'

こ
れ
を
区
別
せ
ず
に
取
引
を
計
上
す
る
方
式
を
競
争
輸
入

型
と

い
-
｡
こ
れ
に
対
し
て
'
両
者
を
区
別
し
て
別

々
に
取
引

を
計
上
す
る
方
式
を
非
競
争
輸
入
型
と
い
-
｡
両
方
式
の
長
短

は
'
分
析
目
的
に
よ

っ
て
異
な
る
｡

産
業
連
関
論
の
始
祖
W

･
レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
が
'

1
九

1
九
1

1
九

二
九
年
の
ア
メ
リ

カ
経
済
の
投
入
産
出
分
析
の
結
果
を
と

り
ま
と
め
た
稿
宋
参
考
文
献
〔
9
〕
(
但
し
初
版
は

一
九
四

一
年
)

に
は
'
"
A
n
E
m
p
ir
ica
l
A
p
p
tica
tio
n
o
f
E
q
u
ilib
riu
m

一
四

九



<:ノ
ー
ト
》

産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
間
笹
の
実
証
的
検
討

A
n
a
ly
sis
"
と
サ
ブ

･
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
な
よ
-
に
'
そ
も
そ
も
産
業
連
関
分
析
は
L

･
ワ
ル

ラ
ス
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た

一
般
均
衡
理
論
の
実
証
分
析

へ
の

特
殊
な
適
用
で
あ
る
｡
こ
の
点
に
つ

い

て

は
稿
末
参
考
文
献

〔
5
〕
'
〔
6
〕
'
〔
7
〕
も
参
照
｡

(
3

)

こ
れ
に
対
し
て
'
1

･
M

･
ケ
イ
ソ
ズ
に
よ
る
国
民
所
得
分

析

で
は
'

一
つ
に
集
計
さ
れ
た
生
産
物
や
雇
用
丑
が
'
こ
れ
も

マ
ク
ロ
の
有
効
需
要
の
変
化
に
よ

っ
て
と
-
変
わ
る
か
に
主
た

る
眼
目
が
あ
り
'
各
産
業
の
活
動
水
準
の
変
化
に
つ
い
て
は
全

-
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
｡
な
お
'
産
業
連
関
分
析
と
国
民
所
得

分
析
と
は
'
分
析
上
の
概
念
や
枠
組
み
､
さ
ら
に
は
中
心
的
分

析
技
術
も
似
て
い
る
の
で
あ
る
が
'
学
説
史
的
に
は
注

(
2
)

に
示
し
た
よ
-
に
異
な
る
｡

(
4

)

こ
の
こ
と
を
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
､
赤
羽
隆
夫
氏

(
経
済

企
画
庁
孝
義
官
)
で
あ
る
o
稿
末
参
考
文
献

〔
-
〕
参
照
｡
な

お
'
赤
羽
氏
は
'
筆
者
も
関
係
し
た

｢
昭
和
五
二
年
経
済
の
回

寂
と
展
望
｣

(
経
済
企
画
庁
調
査
局

『
経
済
月
報
』
五
三
年

1

月
号
)
に
お
い
て
'

｢
在
庫
調
整
の
景
気
に
対
す
る
影
響
力
｣

に
関
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
見
解
を
発
表
し
'
五
三
年
の
上
半
期

一

杯
'
各
方
面
と
論
争
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
が

(
稿
末
参
考
文

献

〔
2
〕
'
〔
3
〕
'
〔
4
〕
参
照
)
'
そ
の
論
点
を
見
出
し
た
そ
も

そ
も
の
発
端
は
'
産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
鉄
精
練
業
部
門
の

統
合
問
題
で
あ

っ
た
｡

1
五
〇

(
5

)

本
稿
に
い
う

｢
投
入
係
数
の
安
定
性
｣
と
は
､
普
通
用
い
ら

れ
る

｢
時
間
的
経
過
｣
に
対
す
る
そ
れ

(
動
学
的
安
定
性
)
の

意
味
で
は
な
く
'
統
合
に
よ
っ
て
生
じ
る
あ
る
程
の

｢
プ

ロ
ダ

ク
ト

･
-
ツ
ク
ス
｣
(
静
態
的
安
定
性
)
の
こ
と
で

あ

る
｡
す

な
わ
ち
'
同

一
部

門
内
に
異
な

っ
た
技
術
構
造
の
も
の
が
統
合

さ
れ
る
と
き
'
個
々
の
投
入
係
数
は
変
化
し
て
い
な
い
の
忙
'

統
合
に
用
い
ら
れ
る
ウ

エ
イ
ト
の
差
異
に
よ
っ
て
'
あ
た
か
も

そ
れ
ら
の
部
門
全
体

の
投
入
係
数
が
変
化
し
た
か
の
ご
と
き
現

象
が
生
じ
る
こ
と
を

｢
投
入
係
数
の
安
定
性
が
損
わ
れ
る
｣
と

い
-
｡

(
6

)
稿

宋
参
考
文
献

〔
O3〕
に
よ

れ

は
'
｢
投
入
産
出
分
析
の
た

め

の
産
業
の
分
類
は
技
術
的
同
質
性
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
導
か
れ
-
-
-
｡
統
合
の
問
題
は
'
投
入
産
出
行
列
の
列
と

そ
れ
に
対
応
す
る
行

の
い
く
つ
か
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'

行
列
の
大
き
さ
を
小
さ
く
す
る
と
き
に
発
生
す
る
｡
統
合
さ
れ

た
行
列
の
性
質
と
統
合
さ
れ
な
い
行
列
の
性
質
と
の
関
係
は
'

統
合
さ
れ
て
い
る
部
門
の
投
入
列
が
統
合
さ
れ
な
い
行
列
内
の

ど
ん
な
位
置
に
あ
る
か
に
依
存
し
て
い
る
｡
あ
る
理
想
的
な
条

件
の
も
と
で
は
､
も

と
の
行
列
の
逆
行
列
を
統
合
し
た
も
の
は

統
合
し
た
行
列
の
逆
行
列
と

一
致
す
る
｡
こ
れ
ら
の
条
件
が
完

全
に
で
は
な
く
､
近
似
的
に
満
た
さ
れ
る
と
き
は
､
い
ま
述
べ

た

1
致
性
は
も
ち
ろ
ん
'
た
だ
近
似
的
に
実
現
さ
れ
る
に
す
ぎ

な
い
｣
と
レ
オ
ソ
チ

エ
フ
は
述
べ
て
い
る
(
傍
点
は
筆
者
)｡
ま



た
'
稀
宋
参
考
文
献

〔9
〕
で
は
'
次
章
で
み
る
よ
-
に

乃
個

の
産
業
の
-
ち
の
二
部
門
の
統
合

(
す
な
わ
ち

n
I
l
産
業
分

塀
と
す
る
)
の
場
合
に
お
け
る

｢
理
想
的
な
条
件
｣
に
つ
い
て

の
証
明
が
行
わ
れ
て
い
る
｡

(
7

)

こ
の
点
に
つ
い
て
'
筆
者
の
立
場
を
説
明
す
る
た
め
に
レ
オ

ソ

チ
ェ
フ
の
言
葉
を
借
用
す
る
な

ら
'
｢
凝
り
に
凝

っ
た
例
帝

や
複
雑
を
き
わ
め
た
数
学
的
三
丁
ル
が
'
仮
設
的
現
実
は
さ
て

お
き
実
体
的
現
実
の
操
作
的
理
解
に
格
別
の
貢
献
を
し
た
と
は

思
え
な
い
-
-
-
｡
大
切
な
の
は
'
そ
の
具
体
的
前
軽
の
現
実

的
関
連
性
で
あ
り
､
現
在
利
用
し
-
る
事
実
資
料
を
そ
れ
が
有

効
に
使
い
切

っ
て
い
る
か
で
あ
り
'
そ
し
て
ま
た
､
理
論
的
実

証
的
研
究
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
-
る
方
向
を
そ
れ
が
見
き
わ
め

て
い
る
か
と
い
-
こ
と
で
あ
る
｡
要
す
る
に
'
-
-
-
理
論
の

衣
装
に
重
視
さ
る
べ
き
は
､
身
体
に
合

っ
た
着
心
地
の
良
さ
で

あ

っ
て
'
流
行
を
追

っ
た
仕
立
て
の
優
雅
さ
で
は
な
い
｣
と
い

ぅ
こ
と
で
あ
る
｡
稿
末
参
考
文
献

〔
_0〕
｡

第 3表 レオンチェフ設例の一般化

二
'
仮
投
数
値
例
に
よ
る
統
合
理
論
の
検
証

さ
て
へ
こ
こ
で
部
門
統
合
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
助
け
る
た
め
'
レ

オ
ン
チ
ェ
フ
の
統
合
法
お
よ
び
荒
憲
治
郎
'
畠
中
道
雄
'
山
田
勇
三
氏
の

統
合
法
に
つ
い
て
仮
設
の
数
値
例
に
よ

っ
て
検
証
し
て
み
よ
う
｡

ま
ず
'
稿
末
参
考
文
献

〔
9
〕
に
お
け
る
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
の
二
部
門
統

《
ノ
ー
ト
》

産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
問
題
の
実
証
的
検
討

中 間 需 要

1 1 2 1 3 1 4 1 5

合
法
で
あ
る
｡

彼
の
理
論
は
'

ク
ロ
ー
ズ
ド
モ

デ
ル
で
t
か
つ
'

自
部
門
内
取
引

を

除

外

し
た

｢
純
産
出
価
値
｣

(N
et
o
u
tp
u
t

value
)な

る

概

念
で
展
開
さ
れ

て
お
り
'
し
か

も
行
と
列
と
を

示
す
･王
と
J
の

記
号
が
'
今
日

わ
れ
わ
れ
が
使

用
す
る
の
と
は

逆
の
意
味
で
用

い
ら
れ
て
い
る
｡

そ
こ
で
'
こ
こ

で
は
'
今
日
'

1
般
に
用
い
ら
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0つ
ム
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れ
る
と
こ
ろ
の
記
号

と
'
こ
れ
も

一
般
に

用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ

の
自
部
門
内
取
引
を

含
め
た
オ
ー
プ
ン
モ

デ
ル
に
彼
の
理
論
を

移
し
替
え
て
検
討
す

る
｡
そ
の
た
め
に
'

こ
こ
に
'
レ
オ
ン
チ

ェ
フ
と
同
じ
五
部
門

の
産
業
連
関
モ
デ
ル

を
用
意
す
る

(第
3

義
)｡
こ
の
表
に
即

し
て
説
明
す
れ
ば
'

彼

レ
オ
ン
チ

ェ
フ

は
'
第

一
部
門
と
第

二
部
門
と
の
統
合
に

あ
た
っ
て
'
次
の
二

つ
の
場
合
に

｢統
合

の
過
程
に
直
接
含
ま

れ
な
い
誘
導
係
数
｣

)
五
二

(
d
e

rivatives)
=
b
ij
は
統
合
前
と
統
合
後
と
で
l
致
す
る
と
い
う
｡

㈲

二つ
の
統
合
さ
れ
た
産
業
の
い
ず
れ
も
が
'
他
の
一
方
の
産
出
物

を
投
入
せ
ず
'
同
時
に
そ
れ
ら
の
産
出
先
と
費
用
構
成
と
が
比
例
的

に
等
し
い
場
合
｡

す
な
わ
ち

x
12
-
0
.
x
21=
0

で
あ
っ
て
t

x
i2JX
itI
x
2j
JJ
tj
I
V
2JV
lI
x
2

JX
L

(
fc
fL.
L
)
i
=

j
I

3
,
4
,
5
3

沖
f
L

.
出
講

x
22
JX
L.=
X
l･J
X
l
d
t,
針
か
つ)

糊

二
つ
の
産
業
の

う

ち
の

l
方

の
投

入

が
総

て
他
方

の
産
出

物

で
充

て
ら
れ
t
か
つ
'
後
者
は
前
者
か
ら
の
投
入
が
全
-
な
い
場
合
o

す
な
わ
ち

x
21-
X
).
a
)2=
0
,
x
i7-
0
.
V
l=
0
(
fC
j:N
L

.

i
I

3
,
4
.
5
.

締
TC
.
旭
洋

J
ll=
O
T
･
b

軒
か
O
)

さ
て
'
こ
れ
を
仮
設
例
に
よ

っ
て
検
証

し

て

み
よ
う
O
ま
ず
'
叫
の
場

合
に
つ
い
て
'
第
4
表
を
用
意
し
'
こ
れ
に
よ
り
統
合
前
と
統
合
後
の
逆

行
列
係
数

(
[～
1
A
]
-
.
に
よ
る
)
を
計
算
す
る
｡
統
合
前
の
逆
行
列
は

)
.
1
2
C

O7
4

0
1
1
3

488
5

0
.2
6

292
6

0
.
3
5
4

721

0
13
7

88
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04
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08
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1
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)48
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1
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0
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6
6
3
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で
あ
り
'
第

一
部
門
と
第
二
部
門
と
を
統
合
し
た
後
の
逆
行
列
は

I
.

)
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4
5
0

0
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1
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8
4
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1

0
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0
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0
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0
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)
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4

I
.
4
0
7
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6

で
あ
る
.

こ
の
結
果

｢統
合
の
過
程

に
直
接
関
係
し
な
い
b
u
･J
は
'
統

合
の
前
と
後
と
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
.

つ
ぎ
に
'
糊
の
場
合
に
つ
い
て
'
第
5
表
を
用
意
し
'
こ
れ
に
よ
り
統

合
前
と
統
合
後
の
逆
行
列
係
数

(
[ト
ー
ゝ
]
1
1
に
よ
る
)
を
計
算
す
る
｡

統
合
前
の
逆
行
列
は
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第 5表 仮

で
あ

り

'

第

一
部
門
と

第
二
部
門
と

を
統
合
し
た

後
の
逆
行
列
は

1.
7
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4
)29
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で
あ
る
.
こ
こ
で
も

'

｢
統
合
の
過

程
に
直
接
関
係
し
な
い
b
こ
こ

は
､

統
合
の
前
と
後
と
で
1
致
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
O

《
ノ
ー
ト
》

産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
問
題
の
実
証
的
検
討

ー＼ lltlT

60r(2CO)
Ou.)

(∪3∩)40つ｣

し
か
し
'
残
念
な

が
ら
'
現
実
の
経
済

取
引
に
お
い
て
t
と

い
う
こ
と
は
現
実
の

産
業
連
関
表
に
お
い

て
'
こ
こ
に
示
さ
れ

た
よ
う
な
二
つ
の
ケ

ー
ス
が
発
現
す
る
こ

と
は
ま
ず
あ
り
え
な

い
｡
す
な
わ
ち
'
あ

ま
り
に
も
非
現
実
的

な
仮
設
例
で
あ
る
｡

ま
た
'
こ
こ
に
示
し

た
逆
行
列
係
数
を
用

い
て
容
易
に
計
算
で

き
る
影
響
力
係
数
や

感
応
度
係
数
も
'
統

合
に
関
係
す
る
部
門

は
も
と
よ
り
統
合
に

直
接
関
係
し
な
い
部

門
で
も
異
な
っ
て
く



《
ノ
ー
ト
》

産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
同
額
の
実
証
的
検
討

一
五
四

る
｡
す
な
わ
ち
'
統
合
に
よ
っ
て
'
波
及
効
果
の
全
過
程
を
示
す
逆
行
列

は
'
似
て
非
な
る
も
の
と
な
っ
て
く
る
｡

つ
ぎ
に
'
稿
末
参
考
文
献

〔
ー
]
.
〔
C1
〕
'
〔
12
〕
の
荒
.
畠
中
'
山
田

三
氏
の
統
合
法
で
あ
る
｡
荒
氏
は
'
最
終
需
要
変
動
効
果
の
不
変
性
と
い

う
基
準
の
下
で
'
①
行
列
A
の
列
和
が
総
て
等
し
い
時
へ
こ
れ
を
総
て
統

合
し
て

一
部
門
と
な
す
こ
と
が
で
き
'
②
行
列
A
の
あ
る
任
意
の
列
ベ
ク

ト
ル
が
等
し
い
時

(
生
産
関
数
の
斉

1
性
)
'
こ
れ
を
統
合
し
て

l
部
門

と
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
｡
畠
中
氏
は
､
最
終
需
要
の
状
鰻
か

ら
独
立
で
あ
る
よ
う
な
統
合
の
基
準
は
'
①
統
合
さ
れ
る
部
門
の
支
出
が

す
べ
て
最
終
需
要
に
属
し
て
い
る

(
し
た
が

っ
て

Elij
は
こ
と
ご
と
く
ゼ

ロ
の
)
こ
と
'
②
統
合
さ
れ
る
部
門
が
同

一
の
費
用

構

成
'
す
な
わ
ち
他

部
門
に
対
し
て
同

1
の
支
出
構
成
を
も

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い

る
｡
山
田
氏
は
'
波
及
効
果
不
変
の
場
合
の
ア
グ
リ
ゲ
-
シ
ョ
ン
の
条
件

と
し
て
'
①
統
合
さ
る
べ
き
二
つ
の
部
門
の
投
入
係
数

の
そ
れ
ぞ
れ
の
和

が
等
し
い
こ
と
'
②
統
合
部
門
の
二
つ
の
産
出
量
の
相
対
比
率
が

一
定
で

あ
る
こ
と
を
上
げ
て
い
る
o
山
田
氏
は
､
①
と
②
と
を
別
々
の
条
件
と
し

て
上
げ
て
い
る
が
'
こ
の
両
者
を
同
時
に
取
-
上
げ
て
い
る
の
が
レ
オ
ン

チ
ェ
フ
の
場
合
の
叫
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
.

ま
た
'
荒
氏
の
場
合
の
①
と
島
中
氏
の
場
合
の
①
は
､
双
方
と
も
全
く
現

実
離
れ
し
た
条
件

(仮
説
)
で
あ
り
'
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
ま
で
も
な
い
｡

か
く
し
て
'
荒
氏
の
場
合
の
②
と
畠
中
氏
の
場
合
の
②
が
検
証
対
象
と
な

る
が
'
表
現
方
法
が
異
な
る
だ
け
で
両
氏
の
挙
げ
る
条
件
が
全
く
同

一
で

あ
る
こ
と
'
す
な
わ
ち
統
合
対
象
と
な
る
部
門
の
生
産
関
数
が
等
し
い
こ

と
を
挙
げ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
t
か
つ
'
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
の
場
合
の
叫
の

ケ
ー
ス
の

一
側
面
だ
け
を
取
-
上
げ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ

る
｡
そ
こ
で
'
仮
設
例

a
を
若
干
変
型
し
た
第
6
表
を
用
意
す
る
｡
こ
れ

に
よ
り
統
合
前
と
統
合
後
の
逆
行
列
係
数

(
[～
I
A
]
⊥

に
よ
る
)
を
計

算
す
る
｡
統
合
前
の
逆
行
列
は

I
.
)
6
4
7
9
4

0
.

1
3
2
6
6
2

0
.
2
9

8
7
0

7

0
.
4
0
5
4

3
6

0
.
4
0
7
7
6

1

0
.
16
4
7
9
4

)
.
)3
2
6
6
2

0
.
2
9
8
7
0

7

0
.
4
0
5
4

3
6

0
.

4
0
7
7
6

1

0
.12
6
8
6

0

0.
)48
8
9

7

)
.
)
7
3
5
7
5

0
1
2
0

9
9
8
5

0
.
1
5
4
5
8
6

0
.
2
3
9
9
7
8

0
.

)8
6
6
3
2

0
.
4
8
7
3
4
9

)
.
7
0
6
3
4
8

0
.
4

2
5
5
7

0

0
.
2
4
8

157

0
I

1
3
2

554

0
.
3
9

)
8
8

0

0
.
4
3
9
7
0
6

1
1
4
3
8
4

5
5

で
あ
り
'

第

-
部

門

と

第

二

部
門

を

統

合

し

た
後

の
逆

行

列

は

).
29
7
45
5

0
1
2
9
8
7
0
7

0
.

40
5
4
3
6

0
.
4
0
7
7
6

)

0
.
2
75
7
5
7

)
.

)
7
3
5
7
5

0
1
2
0
9
9
8
5

0
.
1
5
4
5
8
6

0
.
42
6
6
10

0
1
4
8
7
3
4
9

1
.
7
0

6
3
4
8

0
.
4
2
5
5
7

0

で
あ
る
｡

す
な
わ
ち
'

統
合
後
の
逆
行
列
係
数
を
み
る
と
.
そ
れ
ぞ
れ
の

列
ベ
ク
ト
ル
は
統
合
に
関
係
し
た
部
門
の
も
と
の
逆
行
列
内
に
お
け
る
要

素
を
列
方
向
に
加
え
て
い
る
以
外
は
も
と
の
要
素
と
異
な
っ
て
い
な
い
も

の
と
な

っ
て
い
る
｡
そ
こ
で
'
統
合
前
と
統
合
後
に
お
け
る
最
終
需
要
項

目
別
(F
lと
F
2)
の
生
産
誘
発
効
果
を
計
測
す
る
｡
こ
こ
で
の
眼
目
は
'



C
例

読仮第6表

統
合
前
の
k
.N
の
ベ
ク

ト
ル
が

マ
イ
ナ
ス
を

要
素
に
含
む
の
に
対

し
て
'
統
合
後
の
k.N

の
べ
ク
･L
ル
が

マ
イ

ナ
ス
の
要
素
を
含
ま

な
い
点
に
あ
る
｡
ラ

ウ
ン
ド
の
関
係
で
も

と
の
n
T
に

一
致
し

な
い
の
で
あ
る
が
'

統
合
前
の
最
終
需
要

項
目
別
生
産
誘
発
量

は
t

F
I

F
2

/2

34
等

B Ea望 E3寧 勺
N ∞CO トー O ヽ

⊂刀 N ト･- l･-
.C ㍗ P3 P P トq

CO N N ＼⊂) ●ふ

l

17
1
9

2

4
).7

3
2

0

.

i

45
盟

N ⊂J CA)
O CO .-

N 〔D C O

⊂爪 N ･･-
tJD r 0) O 00 N
Co rJ N ＼く)し 〕 一一

で
あ
っ
て
'
両
者

は

完
全
に

l
致
す
る
｡

こ
の
結
果
､
生
産
技
術
関
係
を
し
め
す
投
入
係
数
が

一
致
し
て
い
れ
ば

(生
産
関
数
が

一
次
同
次
で
あ
れ
ば
)
'
そ
れ
ら
の
部
門
は
統
合
前

と
統

合
後
で
変
わ
ら
な
い
生
産
誘
発
効
果
を
も
つ
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
｡
し

か
し
'
そ
も
そ
も
そ
う
し
た
生
産
関
数
を
持
つ
商
品
同
志
で
あ
れ
ば
'
部

門
設
定
の
際
に
同

一
部
門
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り

(後
述
す
る
よ
う

に
政
府
表
が
原
則
と
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ベ
ー
ス
の
同

一
性
と
は
こ
の

こ
と
を
い
う
の
で
あ

り
)'
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
こ
の
基
準

(条
件
)

は
部
門
設
定
の
基
準

(条
件
)
で
あ
る
｡

他
方
'
こ
こ
に
得
ら
れ
た
基
準

(条
件
)
が
既
存
の
産
業
連
関
表

(た

と
え
ば
政
府
表
)
の
統
合
の
際
に
全
く
有
効
で
は
な
い
か
と
い
う
と
決
し

て
そ
う
で
は
な
く
'
投
入
係
数
が
近
似
し
て
い
る
部
門
を
統
合
す
れ
ば
'

波
及
効
果
過
程

(厳
密
に
は
最
終
需
要
の
生
産
誘
発
効
果
)
の
歪
み
が
少

な
く
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
く
れ
る
｡

で
あ
-

'

統

合
後
の

そ
れ
は
'



《
ノ
ー
ト
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産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
問
題
の
実
証
的
検
討

三
'
政
府
表
に
お
け
る
部
門
分
類
法

さ
て
､
統
合
理
論
が
'
い
か
に
優
れ
て
精
練
を
極
め
た
も
の
で
あ
っ
て

も
'
具
体
的
応
用
の
際
に
無
力
な
も
の
で
あ
っ
て
は
'
何
ん
ら
の
意
味
も

持
た
な
い
｡
む
し
ろ
'
筆
者
の
過
去
の
経
験
に
よ
れ
ば
､
実
践
面
に
お
け

る
部
門
設
定

(統
合
)
は
､
観
察
が
必
要
と
さ
れ
る
産
業

(あ
る
い
は
商

品
)
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
決
め
る

(も
っ
と
も
'
こ
の
際
で
あ
っ
て
も
政
府

表
の
部
門
設
定
に
か
な
り
の
程
度
拘
束
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
わ
け
だ
が
)

こ
と
か
ら
始
ま
る
｡
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
も
早
く
か
ら
こ
う
し
た
点
に
は
気
付

い
て
お
り
'
部
門
分
類
が

｢理
論
的
な
理
想
と
現
実
的
必
要
性
と
の
妥
協

(a
com
p
rom
ise
b
e
tw
e
en
a
th
eo
re
tica
l
id
ea
l
a
n
d
p
ra
ctica
t

n
e
cessit
y
)｣
の産

物
と
な

り
'
部

門
統
合
が

｢窓

意
的

(a
rb
i

trary
)｣

(I
)

に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
認
め
て
い

る

.

彼
の
こ
の
よ
う

な
洞
察
は
'

彼
の
立
場
が
'
後
に
彼
の
統
合
理
論
批
判
を
行
っ
た
研
究
者
達
と
は
異
な

(2
)

っ
て
'
優
れ
て
実
証
的
で
あ
っ
た
こ

と

'

あ
る
い
は
実
践
的
応
用
を
重
ん

じ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
｡

(3
)

そ
こ
で
ま
ず
'
現
在
の
政
府
表
の
部
門
分

類

(

部
門
設
定
と
部
門
統
合
)

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
｡
わ
が
国
の
政
府
表
は
､
生
産
技
術
を
単
位

と
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
べ
I
ス
に
よ
る
部
門
設
定
を
原
則
と
し
て
い
る
O

す
な
わ
ち
'
あ
る
商
品

(財
貨
･
サ
ー
ビ
ス
)
を
生
産
す
る
活
動
ご
と
に

部
門
分
類
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
｡
し
か
し
こ
れ
は
､
極
端
な
場
合
に

は
薦
家
A
に
お
け
る
ニ
ン
ジ
ン
生
産
と
農
家
B
に
お
け
る
ニ
ン
ジ
ン
生
産

と
を
分
割
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
あ
り
'
こ
う
し
た

微
細
な
違
い
を
も
つ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
'
総
て
産
業
連
関
表
の
部
門
と

し
て
取
り
扱
う

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
｡

ま
た
'
同

一
商
品
を
生
産
す
る
活
動
(
こ
れ
を
産
業
分
類
上
は
｢産
業
｣

と
い
う
)
に
こ
れ
を
統
合
し
た
と
し
て
も
'
昭
和
五

一
年
五
月
改
訂
の
日

本
標
準
産
業
分
類
で
二
万
八
千
種
に
も
の
ぼ
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
'

こ
の
段
階
で
も
.
基
礎
統
計
の
欠
如
に
よ
っ
て
'
作
成
可
能
な
産
業
連
関

表
の
部
門
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
い

(も
っ
と
も
t
か
り
に
で
き
た
と
し

て
も
､
こ
の
よ
う
な
詳
細
な
部
門
設
定
が
､
現
実
の
応
用
分
析
面
で
ど
れ

ほ
ど
有
効
な
も

の
た
り
う
る
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
)o
そ

こ
で
'
こ
れ

ら
を
統
合
し
て
'
適
当
な
部
門
数
に
お
さ
め
る
必
要
が
生
じ
る
D
こ
れ
が
'

実
際
問
題
と
し
て
の

｢
部
門
設
定
｣
で
あ
る
｡
現
在
の
政
府
表
の
基
本
表

で
は

｢分
類
の
基
準
｣
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ベ
ー
ス
を
基
礎

と
し
'
｢部

門
｣
は
一
九
六
八
年
の
新
し
い
国
際
標
準
産
業
分
類

(I
S
I
C
)
に
対

応
す
る
よ
う
設
定
し
て
い
る
｡
そ
し
て
､
基
本
分
類
を
構
成
す
る
財
貨

･

サ
ー
ビ
ス
の
細
分
類
は
'
①
投
入
構
造
'
②
輸
入
係
数
や
輸
入
構
造
等
の

類

似

性
､
③
基
礎
統
計
の
品
目
分
類
基
準
の
制
約
等
を
考
慮
し
て
定
め
て

い
る
o

以
上
の
結
果
'
五
五
四
行
×
四
〇
七
列
の
基
本
分
類

(
た
だ
し
公
表
用

の
内
生
部
門
で
あ
っ
て
'
作
成

作
業
上
は
五
六
二
行
×
四
一
七
列
と
若
干



多
く
な
っ
て
い
る
)
が
採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
'
こ
こ
で
'
行
部
門

が
列
部
門
に
比
し
て
か
な
り
多
く
な
っ
て

い
る

の
は
'
列
部
門
で
商
品

(財
貨

･
サ
ー
ビ
ス
)
を
生
産
す
る
生
産
活
動
単
位
を
統
合
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
｡
具
体
的
に
は
､
米
と
稲
わ
ら
と
い
う
二
つ
の
商
品
は
､
米
と

い
う
生
産
活
動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
例

で
あ
る
｡

こ
の
方
法
は
'

ホ
ル
ツ
マ
ン
の
い
う

｢統
合
の
数
量
的
基
準

(4
)

(M
ath
e
m

a
tica
l
C
rit
eria
f
or
A
g
g
re
g
at
i
o
n
)
｣

に
合
致
し
,
正
方

行
列
化

す

る

(
逆

行
列

計
算
のた
め
)
た
め
の
最
初
の
統
合
で
も
あ
る
｡

ま
た
'
投
入
係
数
や
逆
行
列
係
数
の
計
算
の
し
易
さ
や
分
析
の
し
易
さ

の
た
め
に
､
さ
ら
に
部
門
統
合
が
行
わ
れ
て
い
る
｡
ま
ず
'
統
合
小
分
類

(
〓
ハ
五
×
〓
ハ
五
)
は
'
新
I
S
I
C
の
四
桁
分
類
に
対
応
さ
せ
る
こ

と
を
原
則
と
し
へ
わ
が
国
の
経
済
事
情
を
加
味
し
て
若
干
の
統
合

･
細
分

を
行

っ
て
い
る
｡
つ
ぎ
の
'
統
合
中
分
類

(
六

一
×
六

一
)
は
'
わ
が
国

経
済
の
産
業
連
関
分
析
を
行
う
場
合
に
最
低
限
必
要
な
部
門
を
織
-
込
ん

だ
全
く
の
レ
デ
ィ
･
メ
イ
ド
の
も
の
で
あ
る
｡
さ

ら

に
'
統
合
大
分
類

(
一
三
×
一
三
)
は
'
練
合
解
説
用
の
レ
デ
ィ
･
メ
イ
ド
分
類
で
あ
る
｡

以
上
の
よ
う

に
'
こ
れ
ら
の
部
門
統
合
さ
れ
た
産
業
連
関
表
は
二

分

析
目
的
に
か
な
う

ハ
ン
デ
ィ
な
も
の
を
｣
と
い
う
視
点
か
ら
作
成
さ
れ
て

お
り
'
そ
の
こ
と
が
'
前
章
で
指
摘
し
た
波
及
効
果
分
析
に
お
け
る
相
違

(
歪
み
)
を
生
み
出
す
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
｡

も

っ
と
も
､
政
肘
表
に
お
け
る
基
本
分
類
の
設
定
と
'
こ
れ
を

7
段
統

合
し
た

一
六
五
部
門
は
'
投
入
係
数
の
安
定
性
と
い
う
点
で
は
今
日
考
え

ら
れ
う
る
最
高
水
準
の
部
門
設
定

(統
合
)
と
い
っ
て
よ
い
｡
こ
の
点
に

つ
い
て
は
'
以
下
の
章
に
お
い
て
検
証
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
次
第
に
明
ら
か

と
な
る
が
'
第
-
表
に
現
わ
れ
た
誘
発
効
果
の
逆
転
現
象
に
即
し
て
の
み

触
れ
て
お
け
ば
'

一
三
部
門
と
六

一
部
門
と
は
統
合
の
粗
さ
と
い
う
点
で

は
全
く
共
通
し
て
お
り
'

一
六
五
部
門
の
統
合
の
キ
メ
の
細
か
さ
と
比
べ

れ
ば
'
そ
こ
に
計
算
さ
れ
る
経
済
構
造
の
連
関
度
に
関
す
る
数
値
の
信
頼

度
は
か
な
-
違
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
o

注
(

-

)

W
assily
W
.

Leontief

〔

9
〕
参
照
o

(

2

)

こ
の
こ
と
を
最
も
端
的に

示

す
の
が
'
レ
オ
ソ
チ
ェ
7
の
逆

説

(L
eo
n
tief
P
a
rad
o
x
)
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
ろ
-
O
レ

オ
ソ
チ

ェ
フが

'

一
九

四

七

年
の
ア
メ
リ
カ
の
産
業
連
関
表
を

用
い
て
分
析
し
た
結
果
で
は
'
最
も
資
本
豊
富
な
国
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
の
平
均
的
輸
出
財
が
､
平
均
的
輸
入
財
よ
り
労
働
集
約

的
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
は
'
生
産
要
素
の
既
存
状
況
の
差
に
よ
っ

て
国
際
分
業
を
説
明
し
よ
-
と
す
る
へ
ク
シ
ャ
山
オ
リ
ー
ソ
の

定
埋
(H
eCk
sh
e
r･o
h
tin
th
eo
rem
)
等
へ
の
挑
戦
で
あ

っ
て
'

要
素
比
率

理
論
の
基
礎
に
あ
る
諸
仮
定
が
実
際
に
は
満
た
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
の
解
明
に
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
O

(
3

)

広
義
に
は
'
｢
最
終
需
要
｣
お
よ
び

｢
粗
付
加
価
値
｣
を
構

成

す
る
項
目
を
含
め
て
部
門
分
塀
と
い
-
が
'
以
下
で
は
'
特

に
断
ら
な
い
か
ぎ
り

｢中
間
需
要
｣
お
よ
び

｢
中
間
投
入
｣
を

《
ノ
ー
ト
》

産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
問
題
の
実
証
的
検
討



第 7表の(1) 生産者価格評価表 (3部門)

(単位 :1∝億 円)

僅慧水魔 慧工底 完慧In生計 恒 内需要l棉 出 l輸 入 匡 産額

農 林 水 産 品

製 造 工 業 品

その他産業晶

内 生 計

粗 付 加 価 値 79914,375恒 12日 5,486

第7表の(2)投入係数表

(生産者価格, 3部門)

憎 慧水 l葦慧工 l差違慧

農林水産品

輿造工業品

その他産業
口口

0.106595LO.

::;≡239光 二

005456

180289

0.087423:0.2117280.228146

第 7表の(4)逆行列 係数 表

(生産者価格,3部門,
lI-(I-M)A]-1)

l墓慧水l業慧工 は 完慧

農林水産品

製造工業品
その他産業
ロPR

1.12｡689t｡.11.596に.031338

0.401408

0.218666∴ ∴ --

第 7表の (3)輸入係数表

い ′f
AX+F㌫ -)

農 林 水 産 品 弓 o･187617
製 造 工 業 品 . 0･048600

第 7表の(5)誘発効果

冨蓋豊謂 岳輸 出

生 産 誘 発 額

生産誘発係数

一
五
八

構
成
す
る
部
門
の

分
炉

(
狭
義
の
部

門
分
類
)
を
部
門

分
塀

(
統
合
)
と

い
-
｡

(
4

)
.M

a

th
ilda

H
o
lz
m

an
〔
13

〕

参
照
｡

四
'
最
小
部
門

統
合
例

二
部
門
と
三
部
門
と
い
う

(-
)

最
も
統
合
さ
れ
た
産

業
連
関

表
を
用
い
て
'
部
門
統
合
の

問
題
を
検
討
し
て
み
よ
う
｡

こ
こ
に
示
し
た
第
7
表
の

州
か
ら
第
8
表
の
㈲
ま
で
は
'

昭
和
五
〇
年
の
政
府
表
を
基

に
'
農

林
水
産
品
と
そ
の
他

の
産
品
と
の
関
係
を
観
察
す

る
た
め
に
作
成
し
直
し
た
も



第8表の(1)生産者価格評価表 (2部門)

(単位 :100思円)

憎 慧水 儲 馴 内生計 順 内需 I翰 可 輸 入 匡 産額

∴ t二~

799 ; 14,687(15,486

1,3叫 31,919i33,223

鼻 林 水 産 品

そ の他 産業 晶

内 生 計

粗 付 加 価 値

生 産 額

第 8表の(3) 輸入係数表

(--蒜 )
0.187617

0.055712

鼻 林 水 産 品

その他産業品

第 8表の(5)誘発効果

芸蓋童謡 I輪 出

第 8表の(2) 投入係数表

(生産者価格, 2部門)

桓林水産品恒 他産業品

0.034211

0.505655

第8表の(4)逆行列係数表

(生産者価格, 2部門,
A

lI-(I-M)A]11)

恒林水産中 の他産業晶 生 産 誘 発 蘇

農 林 水 産 品 l 1.111967; 0.059144 生産誘発係数

その他産業品 10.564028F 1.943817

のである｡また'簡単化のために'
粗付加価値部門を一本化Lt最終需要部門は国内需要'輸出'輸入(マ

イナス)の三部門としてある｡

第7表の心は'農林水産'製造工業'その他産業の三部門取引表であり'第8表の心は'農林水産はそのままでその他産業と製造工業を統合した二部門取引表である｡さて'本章での主たる検証の目的は'①三部門の場合と二部門の場合の誘発効果にどのような差が生じるのか'②統合されない農林水産品の他産品に与える影響度合'あるいは他産品から受ける影響度合が統合前後でどう異

なるのかをみることである｡

まず'誘発効果である｡最終需要の生産誘発額計が逆行列計算上における桁数の取-方の問題等を別にすれば'どのような部門統合をとろうともとの生産額計に1致することは'

一五九



《
ノ
ー
ト
》

産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
間
笹
の
実
証
的
検
討

〓
ハ
○

[
Z

-
(L
I
M
)A
]
-
1
･
[
(I
-
M
)F
+
E
]
の
モ
デ
ル
式
の
設
定
(定
義
)

か

ら
容
易
に
明
ら
か
で
あ

る
｡
し
か
し
'

こ
れ
を
国
産
品
に
対
す
る
国

内
需
要
と
輸
出
と
に
分
け
て
み
る
と
'
第
7
表
の
矧
と
第
8
表
の
矧
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
､
そ
れ
ぞ
れ
部
門
分
類
に
よ
っ
て
異
な
る
結
果
と
な

っ
て
い
る
｡
三
部
門
の
方
が
二
部
門
の
場
合
よ
り
'
輸
出
の
生
産
誘
発
額

(2
)

が
多
く

(生
産
誘
発
係
数

が

高

く
)
､
国
産
品
に
対
す
る
国
内
需
要

の
生

産
誘
発
額
が
小
さ
く

(生
産
誘
発
係
数
が
低
く
)
な
っ
て
い
る
O
こ
れ
は
'

教
値
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
'
①
農
林
水
産
品
の
最
終
需
要
財
と
し

て
の
輸
出
は
ネ
グ
ワ
ジ
プ
ル
な
ほ
ど
に
小
さ
い
こ
と
'
②
こ
れ
に
対
し
て

製
造
工
業
の
輸
出
依
存
度
は
か
な
り
高
く
'
そ
の
他
産
業
の
輸
出
依
存
度

は
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
低
い
の
で
'
こ
の
両
者
の
統
合
が
二
部
門
表
で
の
輸

出
の
誘
発
効
果
を
薄
め
る
作
用
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
t
の
二
点
が
容
易

に
推
察
で
き
る
｡
こ
の
こ
と
を
､
第

一
章
で
み
た
統
合
段
階
別
最
終
需
要

項
目
別
生
産
誘
発
効
果
の
差
異
と
併
せ
考
え
て
み
る
と
き
'
部
門
統
合
は

最
終
需
要
項
目
別
生
産
誘
発
効
果
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
分
か

る
｡
す
な
わ
ち
'
産
業

(商
品
の
生
産
活
動
)
を
ホ
リ
ゾ
ン
タ
ル

(水
平
)

に
し
ろ
バ
ー
チ
カ
ル

(垂
直
)
に
し
ろ
'
統
合
す
る

(内
生
部
門
を
統
合

す
る
)
こ
と
は

1
種
の
平
均
化
で
あ
り
t
か
つ
必
然
的
に
こ
れ
に
対
応
す

る
最
終
需
要
部
門
の
統
合
も
伴
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
'
こ
の

場
合
に
は
統
合
さ
れ
る
部
門
相
互
間
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
く
作
用
す
る
｡

か
く
し
て
プ
ラ
ス
の
在
庫
を
も
つ
部
門
と
マ
イ
ナ
ス
の
在
庫
を
持
つ
部
門

の
統
合
な
ど
は
'
統
合
後
の
在
庫
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
分
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
.

Xijを
チ
ェ
ッ
ク
せ
ず
に
'
単
に
生
産
技
術
関
係
が
類
似

し
て
い
る
で
あ

ろ
う
と
い
う
憶
測
だ
け
で
水
平
的
統
合
を
行
っ
た
-
.
あ

る
い
は
銑
鉄
'
粗
鋼
か
ら
鋳
鍛
製
品
ま
で
を
鉄
精
練
業
と
し
て
垂
直
的
統

(3
)

合
を
行
っ
た
り
し
た
場
合

に

は

'

現
実
に
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
｡
現

に
'
昭
和
五
〇
年
は
'
第

一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
底

の
年
に
あ
た
り
'
各
産
業
に
お
い
て
適
正
在
庫
水
準
の
見
直
し
を
含
む
在

庫
調
整
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
､
第

一
章
に
み
た
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ

(4
)

た
の
で
あ

る

｡

(
5

)

(
6

)

つ
ぎ
に
'
農
林
水
産
品
の
影
響
力
係

数

お

よ
び
感
応
度
係

数

を

比
較
し

て
み
よ
う

(後
に
述
べ
る
第
二
種
の
そ
れ
ら
と
の
区
別
に
お
い
て
'
第

一

種
の
影
響
力
係
数
､
第

1
種
の
感
応
度
係
数
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
)｡
三

部
門
の
場
合
の
農
林
水
産
品
の
影
響
力
係
数
は
第
7
表
の
㈲
か
ら
〇

･
八

七
七
七
と
'
二
部
門
の
場
合
の
そ
れ
は
第
8
表
の
㈲
か
ら
〇

･
九

二

一

と
そ
れ
ぞ
れ
計
算
さ
れ
る
｡
同
様
に
し
て
'
農
林
水
産
品

の
感
応
度
係
数

は
'
三
部
門
の
場
合
が
〇
二
ハ
三
八
六
､
二
部
門
の
場
合
が
〇

･
六
三
六

=
こ

六
と
計
算
さ
れ
る
｡
さ

て
'
こ
こ
に
示
し
た
よ
う
に
逆
行
列
係
数

の

列
は
'

当
該
部
門
の
最
終
需
要
が

一
単
位
生
じ
た

(増
加
し
た
)
場
合
の
各
行
部

門
の
直
接
間
接
生
産
必
要
量

(蘇
)
を
示
し
'
し
た
が
っ
て
そ
の
合
計
は

産
業
全
体
の
生
産
増
加
量

(額
)
を
示
す
｡
同
様
に
'
逆
行
列
係
数
の
行

和
は
'
各
列
部
門
の
最
終
需
要

一
単
位
の
増
加
に
対
し
て
､
各
行
部
門
が



直
接
間
接
に
供
給
す
べ
き
必
要
量

(額
)
を
示
す
O
ま
た
,
逆
行
列
係
数

の
対
角
要
素
は
'
当
該
交
点
を
構
成
す
る
部
門
自
身
の
直
接
間
接
生
産
必

要
量

(鶴
)
を
示
す
｡
そ
こ
で
'
こ
の
逆
行
列
係
数
か
ら
単
位
行
列
を
引

い
た

(す
な
わ
ち
､
各
部
門
自
身
の
直
接
必
要
量
で
あ
る
と
こ
ろ
の
1
を

引
い
た
)
影
響
力
係
数
お
よ
び
感
応
度
係
数
を
計
算
し
て
み
る

(普
通

こ

れ
ら
を
第
二
種
の
影
響
力
係
数
'
第
二
種
の
感
応
度
係
数
と

い
う
)｡
す

る
と
'
農
林
水
産
品
の
第
二
種
の
影
響
力
係
数
は
'
三
部
門
の
場
合
〇
･

七
五
三
三
二

南

門
の
場
合
〇

･
八
〇
五
二
で
あ
り
･
同
じ
く
第
二
種
の

感
応
度
係
数
は
二

二
部
門
の
場
合
〇

二
一七

二

,
二
部
門
の
場
合
〇

･

二
〇
三
八
で
あ
る
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
'
部
門
統
合
の
泉
林
水
産
品
の
波
及
効
果
に
及
ぼ
す

影
響
は
'
①
影
響
力
係
数
に
比
べ
て
感
応
度
係
数
の
違
い
が
極
め
て
小
さ

い
'
②
い
ず
れ
の
場
合
も
影
響
力
係
数
の
値
の
方
が
感
応
度
係
数
の
値
よ

り
大
き
い
'
③
第

一
種
も
第
二
種
も
影
響
力
係
数
の
値
は
二
部
門
の
方
が

高
く
'
感
応
度
係
数
の
値
は
三
部
門
の
方
が
高
い
,
④
第

一
種
と
第
二
種

と
を
比
較
す
る
と
'
影
響
力
係
数
は
大
差
が
な
い
の
に
'
感
応
度
係
数
で

は
大
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
t
の
四
点
が
観
察
さ
れ
る
｡
も
と
よ
り
.
影

響
力
係
数
に
し
ろ
感
応
度
係
数
に
し
ろ
･
そ
の
算
式
よ
り
明
ら
か
な
よ
う

に
'
あ
く
ま
で
も
各
産
業
間
の
影
響
の
度
合
ま
た
は
感
応
の
度
合
の
相
対

的
大
き
さ
を
示
す
も
の
で
し
か
な
い
｡
と
は
い
え
'
前
記
①
-
④
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
を
最
終
需
要
項
目
別
生
産
誘
発
効
果
と
合
わ
せ
考
え
る
と
き
,

部
門
統
合
の
方
法
に
関
し
て
1
定
の
示
唆
を
得
る
.

す
な
わ
ち
'
こ
こ
に
示
し
た
農
林
水
産
品
の
よ
う
に
'
両
係
数
と
も
全

産
業
平
均
を
下
回
る
よ
う
な
も
の
は
､
そ
も
そ
も
中
間
投
入
に
お
け
る
他

部
門
依
存
が
小
さ
く
t
か
つ
､
そ
の
産
品
の
需
要
先
も
限
定
さ
れ
た
部
門

で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
'
他
部
門
の
統
合
に
よ
り
受
け

る
波
及
効
果
過
程
の
変
化
は
原
則
と
し
て
相
対
的
に
小
さ
な
も
の
と
な
る
｡

こ
れ
は
'
第
7
表
の
聖

第
8
表
の
仙
な
ら
び
に
付
表
2
に
掲
げ
た

三

部
門
表
の
逆
行
列
係
数
上
に
お
け
る
農
林
水
産
品
の
交
点

の
数
値
を
比
較

す
れ
ば
よ
り
明
白
と
な
る
｡
間
接
分
を
含
む
自
部
門
の
生
産
必
要
量
(鶴
)

を
示
す
そ
の
値
は
'
相
対
的
に
小
さ
く
'
か
つ
部
門
統
合
に
よ
る
変
化
も

少
な
い
｡
し
た
が
っ
て
'
農
林
水
管

m
関
係
の
産
業
連
関
分
析
を
行
う
場

合
に
は
'
他
部
門
の
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
を
か
な
り
大
胆
に
行
っ
て
も

(
た
だ

し
'
当
該
統
合
部
門
間
の
統
合
前
と
統
合
後
に
お
け
る
生
産
技
術
構
造
=

投
入
係
数
の
斉

一
性
は
あ
る
程
度
保
た
ね
ば
な
ら
な

い
)､
発
生
す
る
誤

(8
)

差
は
政
府
表
作
成
過
程
に
お
け
る
誤
差
と
同
様
に
許
容
可
能
で
あ
ろ

う

｡
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産
業
連
関
分
析
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お
け
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部
門
統
合
問
題
の
実
証
的
検
討

注
T

)

厳
密
に
い
え
は
'
こ
の
表
現
は
正
し
-
な
い
｡
何
故
な
ら
,

最

も
統
合
さ
れ
た
場
合
に
は
'

7
国
経
済

7
本
と
な
っ
て
,
ケ

イ
ソ
ズ
流
の
国
民
所
得
分
析
と
合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
｡

(

2

)

生
産
誇
発
係
数
と
は
'
第

二
早
で
示
し
た
方
法
に
よ
り
計
算

さ

れ
た
最
終
需
要
項
目
別
生
産
誘
発
額
を
'
対
応
す
る
各
最
終

需
要
合
計
で
除
し
た
値
で
あ
る
O

〓
ハ

一
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産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
問
題

の
実
証
的
検
討

(
3

)

.ハ
ー
チ
カ
ル
な
統
合
に
お
い
て
は
'
素
材
部
門
か
ら
最
終
財

部

門

に
到
る
中
間
生
産
段
階
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
た
デ
ィ
メ
ソ

ジ

n
ソ
で
発
生
す
る
在
庫
と
か
輸
出
入
と
い
っ
た
需
要
項
目
を

統
合

し
て
し
ま
-
の
で
あ
る
か
ら
'
本
来
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
は

ず
の
生
産
誘
発
効
果
を
無
視
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
説

明
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
-
｡
こ
の
点
に
関
し
て
'
い
わ
ゆ
る

｢
赤
羽
理
論
｣
と
呼
ば
れ
た

｢
在
庫
変
動
重
視
説
｣
が
示
唆
す

る
と
こ
ろ
は
'
在
庫
変
動
等
の
技
術
的
連
関
関
係
以
外

の
要
因

の
存
在
に
よ

っ
て
も
統
合
に
用

い
る
生
産
額
の
ウ
エ
イ
ト
が
異

な
り
'
し
た
が

っ
て
統
合
後

の
投
入
係
数
の
安
定
性
が
現
わ
れ

る
と
い
-
こ
と
で
あ
る
｡
も

っ
と
も
､
農
林
漁
業
部
門
お
よ
び

そ
の
関
連
産
業
部
門
に
お
い
て
は
､
も
と
も
と
在
庫
が
ほ
と
ん

ど
存
在
し
な
い
か
'
存
在
し
て
も
変
動
の
少
な
い
部
門
が
多
い

の
で
'
右
の
間
雇
が
当
該
部
門
の
統
合
に
直
接
か
か
わ

っ
て
発

生
す
る
こ
と
は
な
い
｡
稿
末
参
考
文
献

〔
-
〕
'
〔
4
〕
参
照
｡

(
4

)

も

っ
と
も
'
森
嶋

〔
6
〕
に
よ
れ
は
'
産
業
連
関
分
析
は
あ

た

か
も
ケ
イ
ソ
ズ
理
論
が
そ
-
で
あ
る
よ
-
に
厳
密
に
は
不
況

期
の
経
済
学
で
あ
る
と
い
-
｡
何
故
な
ら
'
産
業
連
関
分
析
が

前
提
と
す
る
投
入
係
数

(
生
産
技
術
係
数
)
の
安
定
性
は
'
不

完
全
雇
用
状
態
に
お
い
て
満
た
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
｡
す
な

わ
ち
賃
金
率
の
下
方
硬
直
性
'
上
方
伸
縮
性
を
前
蛙
と
す
れ
ば
'

過
少
雇
用
期
に
お
い
て
は
賃
金
率
は
変
化
せ
ず
'
し
た
が

っ
て

生
産
技
術
関
係
は
固
定
的
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡

l
六
二

し
か
ら
ば
'
好
況
期
に
は
産
業
連
関
分
析
は
不
適
か
と
い
え
は
'

必
ず
し
も
そ
-
で
は
な
い
が
'
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
こ
こ
で
触

れ
る
余
裕
は
な
い
｡

(
5
)

第
･∫
部
門

の
影
響
力
係
数
と
は

71[･･.11'･

ト
沙

f]bij

n
j=1
由=)

で
あ
る
(
た

だ

し

'

b

tj
は
逆
行
列
を
構
成
す
る

エ
レ
メ
ソ
ト

を
示
す
)
o

(

6

)

琴

1
部
門

の
感
応
度
係
数
と
は

rL∴
､､-

･lI
･..tLJ.

I(

～

n
}-tiIL

で
あ
る
O

し

か

し

'

各

産
業
に
同
時
に
同

1
単
位
の
需
要
が
発

生
す
る
こ
と
な
ど
な
い
の
だ
か
ら
､
こ
の
係
数
は
'
影
響
力
係

数
ほ
ど
実
態
的
意
味
を
も

っ
て
い
な
い
｡

(
7

)

逆
行
列
の
経
済
的
意
味
が
'

一
定

の
生
産
技
術
関
係

(
投
入

係

数
-
A
)
空

剛
淀
と
し
て
'
最
終
需
要
-
y

の

1
単
位
を
ま

か
な
-
た
め
に
必
要
な
各
産
業
か
ら
の
直

接
･
間
接
投
入
量
で

あ
る
こ
と
は
'
生
産
計
を
ガ

と

す

る

次
式
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
｡

X

I
Y
+
A
Y
+
A
2Y

+
･････



-
[Z
+
A
+
A
2+
･･････]
Y

I
[Z
I
A
]
I
IY

(市
L"
Y

や
i
和
琴
渦
粗
J<
O

T
､こ

(
8

)

か
つ
て
政
府
表

(
四
五
年
表
)
の
作
成

に
携
った
こ
と
の
あ

る

一
人
と
し
て
'
作
表
関
係
者
の
名
誉
の
た
め
に
付
言
す
れ
ば
'

こ
の

｢
誤
差
｣
は
'
絶
て
基
礎
統
計
資
料
の
欠
如
に
起
因
し
て

い
る
の
で
あ
っ
て
､
作
表
理
論
の
優
柔
さ
と
現
実
の
作
表
作
業

の
難
渋
さ
と
の
埋
め
難
い
断
層
は
'
当
事
者
と
な
っ
た
者
以
外

に
は
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
｡

3E

E

五
'
統
合
法
と
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
部

門

さ
て
'
影
響
力
係
数
と
感
応
度
係
数
と
は
'
逆
行
列
係
数
内
の
そ
れ
ぞ

れ
の
列
和
'
行
和
の
総
平
均
と
の
相
対
比
を
表
わ
す
も
の
で
あ

る
か
ら

(
し
た
が
っ
て
そ
の
値
が
-
よ
り
大
き
け
れ
ば
'
与
え
る
影
響
､
受
け
る

影
響
が
相
対
的
に
大

き

い
)
'
当
該
列

(行
)
ベ
ク
ト
ル
を
構
成
す
る
要

素
'
す
な
わ
ち
'
当
該
部
門
自
身
の
直
接
間
接
波
及
効
果

(逆
行
列
内
の

対
角
要
素
)
の
大
き
さ
と
関
係
部
門
の
間
接
的
な
波
及
効
果
の
大
き
さ
の

双
方
に
依
存
し
て
決
ま
る
｡

し
た
が
っ
て
'
部
門
統
合
に
直
接
関
係
し
な
い
部
門
の
'
統
合
前
と
統

合
後
に
お
け
る
両
係
数
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
'
そ
れ
ら
の
部
門
の
逆

行
列
係
数
が
部
門
統
合
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
変
化
し
た
か
を
間
接
的
に
知

る
目
安
と
な
る
｡

l
方
'
モ
デ
ル
式
の
設
定
い
か
ん
に
よ
っ
て
も
'
逆
行
列
係
数
は
異
な

る
｡
す
な
わ
ち
'
①
輸
入
を
全
く
考
慮
し
な
い
場
合
の
逆
行
列
(～
-
A
)
⊥

(競
争
輸
入
型
)
'

⑨
輸
入
品
消
費
比
率
に
部
門
差
が
な
い
と
仮
定
し

た

ヽ

場
合
の
逆
行
列

[7
-
(Z
I
M
)A
]
I
l
(競
争
輸
入
型
)'
③
純
粋
に
国
産

品
だ
け
に
よ
る
逆
行
列

(Z
I
A
d
)
⊥

(非
競
争
輸
入
型
)
で
は
､

投
入

係
数
が
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
当
然
異
な
る
逆
行
列
と
な
る

(た
だ
し
'

特
殊
に

一
致
す
る
場
合
を
除
く
)

0

そ
こ
で
ま
ず
'
統
合
に
直
接
関

係
し
な
い
部
門
の
影
響
力
係
数
と
感
応

度
係
数
と
を
部
門
統
合
法
と
モ
デ
ル
式
の
タ
イ
プ
別
に
政
府
表
を
用
い
て

比
較
を
行

っ
て
み
る

(第
9
t
m
表
)O
モ
デ
ル
式
は
前
述
の
三
タ
イ
プ
'

統
合
法
は
六

一
部
門
と

一
六
五
部
門
の
二
つ
で
あ
る
o

ま
ず
､
影
響
力
係
数
を
み
て
み
る
｡
こ
れ
は
明
ら
か
に
部
門
統
合
法
に

よ
る
差
異
よ
り
も
'
モ
デ
ル
式
の
タ
イ
プ
に
よ
る
差
異
が
大
き
い
｡
影
響

力
係
数
は
'

一
般
に
各
部
門
か
ら
の
直
接
間
接
の
原
材
料
投
入
比
率
の
高

(2
)

い
部
門
で
大
き
い
の
で

(
こ
の
こ
と
は
逆
行
列
の
性

格

'

さ
ら
に
は
影
響

(3
)

力
係
数
の
算
式
に

よ
り
す
で
に
明
白
)
'
投
入
構
造
の
近
似
し
て

い
る
部

門
を
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
し
て
い
る
政
府
表
で
は
'
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
方
法
別
で

は
差
が
少
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
｡
他
方
'
輸
入
品
投
入
方
法
の
考
慮

い
か
ん
に
よ
っ
て
は
'
そ
こ
で
計
測
さ
れ
る
投
入
係
数
は
大
き
く
異
な
る

か
ら
'

一
般
に
は
モ
デ
ル
式
の
タ
イ
プ
に
よ
る
影
響
力
係
数
の
差
の
方
が

大
き
く
出
る
｡
す
な
わ
ち
'
逆
行
列
係
数
の
差
が
大
き
い
と
考
え
て
よ
い
｡
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第 9表 61部門と165部門との影響力係数の差

(共通部門のみ)

(IIAa)-1 [1-(I-M)A]-i

61部門 1165部門

農業サービス l
0.834F 0.831

石 炭

鉄 鉱 石

非鉄金属鉱石

水 産 食 可
精 穀 ･製 粉

0.730. 0.720

i.0781 1.0541 1.129

i.2411 1.262

出所 :行政管理庁他日省庁共同編集 『昭和5C年産業連関表』.

注.影響力係数 とは,列部門に対する単位当た りの最終需要が全産業の生産水準

に与える影響を列部門相互に比較 した指数である.Tt
誉ij(逆行列係数の列和)

影響力係数-

÷ 能 雪ij(逆行列係数の列和の平均値)

(n:部門数,bij:逆行列係数)



第 10表 61部門と 165部門との感応度係数の差

(共通部門のみ)

165部門 ! 61部 門
0.578L 0.550 0.658 0.554

石 炭

鉄 鉱 石

非鉄金属鉱石

水 産 食 品

0･807: 0･491
L4221 0,518

出所 :第 9表に同じ.

注.感応度係数とは,全産業に単位当たりの最終需寅を与えた場合の産業別の生

産必要額を行部門相互に比較した指数である.
■l
冨Pij(逆行列係数の行和)

感応度係数-

÷ 昌 ,E lbij (逆行列係数の行和の平均値)

(n:部門数,bij:逆行列係数)
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問
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丁
六
六

た
だ
し
'
こ
こ
に
掲
げ
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
部
門
に
つ
い
て
は
'
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
ほ
ど
そ
の
差
異
は
小
さ
い
｡

つ
ぎ
に
'
感
応
度
係
数
を
み
て
み
る
o
こ
の
係
数
は
'
需
要
部
門
が
多

岐
に
わ
た
り
T
か
つ
'
中
間
需
要
比
率
の
高
い
部
門
で
大
き
い
の
で
あ
る

が
'

一
般
に
は
影
響
力
係
数
の
場
合
と
異
な
り
'
モ
デ
ル
式
の
タ
イ
プ
に

よ
る
よ
り
も
統
合
法
の
違
い
に
よ
る
方
が
係
数
の
差
異
が
大
き
い
｡
た
だ

し
'
こ
こ
に
掲
げ
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
部
門
に
つ
い
て
は
'
モ
デ
ル

式
別
に
み
て
も
'
統
合
法
別
に
み
て
も
大
き
な
違
い
は
出
て
い
な
い
｡

な
お
'
こ
こ
に
掲
げ
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
部
門
に
つ
い
て
両
係
数

を
比
較
し
て
み
れ
ば
'
影
響
力
係
数
は
産
業
平
均
な
い
し
は
そ
れ
以
上
で

あ
る
の
に
対
し
て
'
感
応
度
係
数

は
産
業
平
均
の
ほ
ほ
半
分
程
度
で
あ

る
Oさ

て
'
以
上
み
た
結
果
か
ら
'
わ
れ
わ
れ
が
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
部

門
を
特
掲
L
t
他
の
部
門
を
数
段
階
統
合
し
た
場
合
の
'
生
産
の
波
及
効

果
過
程
を
示
す
逆
行
列
の
変
化
に
つ
い
て
あ
る
見
通
し
を
得
る
｡
す
な
わ

ち
､
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
に
つ
い
て
い
え
ば
'
大
き
な
変
化
は
な
い
と
｡

あ
る
い
は
'
波
及
効
果
の
歪
み
は
許
容
で
き
る
範
囲
に
納
ま
る
可
能
性
が

強
い
と
｡

そ
こ
で
さ
ら
に
､
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
政

府
表
の
基
本
表

(列
部
門
)
ベ
ー
ス
と
し
､
他
の
部
門
に
つ
い
て
は
'
政

肘
表
の
統
合
中
分
類

(
六

一
部
門
)
ベ
ー
ス
と
し
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
表

を
中
心
に
'
右
の
問
題
を
掘
-
下
げ
て
検
討
し
て
み
よ
う
｡
こ
の
場
合
'

比
較
対
象
に
用
い
る
の
は
'
蔑
林
漁
業
部
門
だ
け
が
政
府
表
の
基
本
表
ベ

ー
ス
に
近
ノ＼
'
食
品
工
業
部
門
を
含
め
て
他
の
部
門
は
か
な
-
大
胆
に
統

合
し
て
い
る
農
水
省
表

(
七
四
部
門
)
と
'
政
府
表
の
統
合
中
分
類

(
六

一
那
門
)
で
あ
る

(第
11
'
12
表
)｡

ま
ず
'
農
水
省
表
と
の
比
較
で
あ
る
｡
こ
こ
で
は
'
当
然
の
こ
と
な
が

ら
農
業
関
係
､
食
品
工
業
関
係
の
部
門
設
定
に
つ
い
て
共
通
し
て
い
る
部

分
が
多
い
O
そ
し
て
'
そ
れ
以
外
の
部
門
の
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
に
つ
い
て
は
'

農
水
省
表
は
政
府
表
の
統
合
中
分
類
を
さ
ら
に

-
段
統
合
し
た
粗
い
も
の

と
な
っ
て
お
-
'
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
表
で
は
政
府
表
の
統
合
中
分
類
と
ほ

ほ
合
致
し
て
い
る
o
こ
こ
で
の
比
較
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
'
影
響
力
係

数
は
石
油
製
品
部
門
を
除
い
て
大
き
な
差
異
は
生
じ
て
い
な
い
｡
こ
れ
に

対
し
て
感
応
度
係
数
は
'
石
油
製
品
'
屠
殺
'
酪
農
'
砂
糖
'
製
粉
と
い

っ
た
部
門
を
中
心
に
か
な
り
の
差
異
が
生
じ
て
い
る
O
以
上
の
こ
と
か
ら
'

両
表
の
逆
行
列
に
お
い
て
共
通
部
門
の
対
角
要
素

(自
部
門
の
直
接
間
接

波
及
効
果
)
に
は
大
差
が
な
く
'
非
共
通
部
門
の
行
の
係
数
に
差
異
が
生

じ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
推
察
さ
れ
る
｡
そ
れ
が
中
間
需
要
比
率
が
高
く
'

他
の
部
門
の
原
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
'
屠
殺
'
製
粉
'

砂
糖
と
い
っ
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
で
の
感
応
度
係
数
の
差
異
と
な
っ

て
い
る
訳
で
あ
る
｡

つ
ぎ
に
'
政
府
表

(統
合
中
分
類
)
と
の
比
較
で
あ
る
o
こ
こ
で
は
'



第 11表 アグリビジネス分析用の74部門と114部門の

影響力係数 と感応度係数との差 (共通部門のみ)

[ト (/-〟)A]~1型

影 響 力 係 数 l 感 応 度 係 数

: ･!71.-1j i11号雷門 r(a-b )

米

麦 菟頁

野 菜

果 物

い も 塀

油 糧 作 物 0.876

砂糖原料作物

真

鶴

豚

牛

その他 の畜産

養 蚕

農業 サIビス

特 殊 林 産 物

捕 鯨 業

屠 寮

魚 油 ･魚 粕

精 穀

製 粉

砂 糖

配 合 飼 料

清 涼 飲 料

煙 草

石 油 製 品

= 合成樹脂製品

完 飲 食 店
分 頼 不 明

冒:…器 ! o'028D.032

0.794 0.〇26

…二……吊 ≡…≡

0.84211.127: 1.081

1.1771 1.108

0.030

0.057

0.054

0.046

0.069

0.068

0.026

0.011

㌔
1.559 0.0721

1.115! 0.〇29

〇.059

0.039

0.035

0.027

0.718】 0.596

0.041! 0.524

0･016l O･524
0.122芦 2_121

0.002】 0.957

雌

004

偶
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m
m
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跳

m

oS3
m

…

O｡7
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005
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015
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1-0

216

1-2

018

017

212

418

…
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0

0

0

0

0

0

0

0
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0

0
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0

0

0

〇
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一

1

-
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一
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一

一

1
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1
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第 12表 政府表 (61部門分析)とアグリビジネス表 (114部門分類)の

影響力係数と感応度係数との差 (共通部門のみ)
∧

[I-(I-M)A]~1型

長
石
鉄
非
原
そ
煙

天
化
繊
身
製
家
パ

印
皮
ゴ
化
そ
石
石
黒
銑
鉄
非
金
電
輸

精

鉱

I.

''
'..1'･

I

.)

.'

.ll:.
''''
･

J
.
.:

守

.,:.]
1.:I;

革

学

の

業

鋼
鉄

ス
炭

石
石

ス
薬
草
統
液
晶
晶
晶
具
耽
版

品
晶
料
晶
品
晶
品
銅
品
品
品

製

ビ

鉱
ガ
鉱

紡
紡
雛

製

㌃
提

芸

㌍

第

一

属
然
の

維
維
他
Ⅰ

属

気 機 械
送 機 械
密 機 械

建 築(建設補修を含む)
土 木
電 力
都市ガス (熱供給業を含

む)

水道(廃棄物処理を含む)
金 融 ･ 保 険

勤
不
不
通
公
事
柄
分

動 産
産 貸

務 用

塀 不

1
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/D
/O
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/0
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(∠
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3
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つ
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当
然
の
こ
と
な
が
ら
非
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
が
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
｡

こ
こ
で
も
'
影
響
力
係
数
は
天
然
繊
維
紡
績
部
門
を
除
い
て
大
差
が
な
い
｡

む
し
ろ
'
先
の
比
較
に
よ
る
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
内
に
お
け
る
差
異
よ

り
も
'
こ
の
比
較
に
お
け
る
差
異
は
小
さ
い
｡
他
方
､
感
応
度
係
数
は
'

石
油
製
品
'
金
融

･
保
険
'
パ
ル
プ

･
紙
と
い
っ
た
中
間
需
要
比
率
が
高

い
部
門
を
中
心
に

l
般
に
差
異
が
大
き
い
｡

も
と
よ
り
'
感
応
度
係
数
は
'
ど
の
需
要
部
門
に
も
同
時
に
同
単
位
の

需
要
が
発
生

(増
加
)
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
極
め
て
非
現
実
的
な
仮

定
の
下
に
計
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
'
こ
の
係
数
自
体
は
さ
ほ
ど
の

意
味
も
持
た
な
い
｡
さ
ら
に
は
､
特
定
の
部
門
を
特
指
し
て
他
の
部
門
を

統
合
し
た
ハ
ン
デ
ィ
な
も
の
に
し
て
産
業
連
関
分
析
を
行
う
場
合
に
は
'

主
と
し
て
①
特
掲
部
門
の
活
動
が
他
の
部
門
に
与
え
る
影
響
と
'
②
あ
る

想
定
さ
れ
た

(
一
様
で
は
な
い
)
最
終
需
要
の
下
に
お
け
る
特
掲
部
門
の

均
衡
生
産
活
動
水
準
を
求
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡
し
た
が
っ
て
こ
の

場
合
に
は
'
逆
行
列
を
構
成
す
る
当
該
部
門
の
列
ベ
ク
ト
ル
の
構
成

(あ

る
い
は
そ
の
和
)
が
統
合
の
前
後
で
大
差
な
い
よ
う
な
部
門
統
合
が
行
わ

れ
て
い
れ
ば
'
初
期
の
目
的
の
大
半
は
達
成
さ
れ
よ
う
｡

と
こ
ろ
で
'
以
上
検
討
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
､

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
は
こ
れ
を

1
群
と
L
t
い
わ
ゆ
る
三
角
化
す
る
こ

(4
)

と
に
よ
っ
て
他
の
部
門

(秤
)
と
近
似
的
に
分
離
可
能
で
あ
る
｡

す
で
に

周
知
の
ご
と
く
'

ブ

ロ
ッ
ク
三
角
性

(b
lock
･t
ria
n
g
u
lar
ity)
の
基

準
を
近
似
的
に
満
た
し
て
い
る
と
き
は
'

当
該
ブ

ロ
ッ
ク
内
に
序
列
性

(h
ie
ra
rcF
y
)
が
存
す
る
と
と
も
に
'
他
の
ブ

ロ
ッ
ク
と
は
希
薄
な
相
互

依
存
関
係
し
か
有
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
か
-
し
て
'
ア
グ

(5
)

リ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
の
設
定
に
当
た
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
と
っ
た
立

場

は

'
理

想
的
な
統
合
法
な
ど
と
い
う
も
の
が
現
実
に
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
以

上
､
近
似
的
に
は
充
分
分
析
の
用
に
足
り
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明

さ
れ
る
｡

注
(
-
)

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
'
近
似
的
に
は
食
料
供
患
シ
ス
テ
ム

に
深
い
か
か
わ
り
合
い
を
も
つ
産
業
の
捻
称
と
し
て
用
い
る
｡

詳
し
-
は
'
第

1
章
の
注

(
I
)
参
照
｡

(
2

)

前
章
注

(7
)
参
照
O

(
3

)

前
章
澄
(
LL7

)

参
照
O

(

4

)

三
角
化
に

つ

い

て
は
'

た
と
え
は
稿
末
参
考
文
献

〔7
〕'

〔

ー
]'
〔17
〕､
〔
18
〕
'
〔
19
〕
等
を
参
照
O

(
5

)

稿
禾
参
考
文
献

〔
15
〕
参
照
｡

大
'
若
干
の
糖
輪

実
践
的
な
場
に
お
け
る
産
業
連
関
分
析
は
'
分
析
目
的
に
応
じ
た
部
門

分
類
を
設
定
し
'
そ
の
部
門
分
類
に
よ
る
産
業
連
関
表
を
所
与
の
細
分
類

さ
れ
て
い
る
政
府
表
か
ら
部
門
統
合
し
て
作
成
し
直
す
こ
と
か
ら
は
じ
ま

る
｡
し
た
が

っ
て
'
実
践
的
な
産
業
連
関
分
析
に
お
い
て
は
'
部
門
統
合

は
避
け
て
通
れ
な
い
作
業
と
な
る
｡

《
ノ
ー
ト
》

産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
問
笹
の
実
証
的
検
討



《
ノ
ー
ト
》

産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
問
題
の
実
証
的
検
討

も
と
よ
り
､
部
門
統
合
に
よ
り
発
生
す
る
波
及
効
果
過
程

の
歪
み
は
極
め
て
特
殊
な
ケ
ー
ス
を
除
け
ば
避
け
え
な
い
も

の
で
あ
る
以
上
'
少
な
-
と
も
政
府
表
の
基
本
分
類

(
正
則

化
す
る
と
す
れ
ば
列
部
門
分
類
)
に
よ
る
の
が
分
析
の
正
確

さ
を
期
す
る
上
で
望
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
O
と

こ
ろ
が
'
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
演
算
能
力
が
飛
躍
的
に
向
上

し
た
今
日
に
お
い
て
さ
え
も
'
政
府
表
の
基
本
分
類
を
そ
の

ま
ま
用
い
る
こ
と
は
'
得
ら
れ
る
成
果
に
比
べ
て
失
わ
れ
る

1.1
.㌧

時
間
的

･
金
銭
的
ロ
ス
が
は
る
か
に
大
き

い

｡

し
た
が
っ
て
'

次
善
の
策
と
し
て
'
あ
る
意
味
で
は
中
途
半
端
で
あ
り
'
か

つ
'
欠
陥
も
あ
る
統
合
表
を
用
い
ざ
る
を
え
な
い
わ
け
で
あ

る
o
L
か
L
t
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
'
で
き
る
だ
け
投
入

係
数
の
安
定
性
を
損
う
こ
と
な
く

(窓
意
性
を
避
け
)'
そ

の
限
り
に
お
い
て
波
及
効
果
過
程
の
歪
み
を
小
さ
く
す
る
よ

う
に
'
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
以
外
の
部
門
を
統
合
す
る
こ

と
は
可
能
な
は
ず
で
あ
る
｡

ま
ず
'

一
番
簡
便
な
方
法
は
'
政
府
表
の
基
本
分

類

の

£
㌧
を
比
較
検
討
し
'
生
産
さ
れ
る
商
品
の
代
替

･
補
完
関

係
に
も
留
意
し
て
中
間
投
入
比
率
の
類
似
し
て
い
る
部
門
を

統
合
す
る
こ
と
で
あ
る
O
幸
い
に
も
わ
が
国
の
政
府
表
は
t

I
S
I
C
に
沿
っ
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
類
似
す
る
も
の
を

第 1図 統合段階別円生計 (1-粗付加価値率)の比較例

(統合申分叛) (純IT,J､分蜘 (基 本分 1m i

理 化 学 機 若き;

(0.5639)

技量 衡 Ii:卜 計 鼠 rJ:;

(0.5039)

[1i 軽 機 械

(0.5217)

稲 '5.-機械 帽 苅 [.

(0.6702)

カ メ ラ

(0.5157)

その他 の光 学横 根

(0.5561)

時 計
(0.5367)

時 計 相 野

(0.4514)

光 学 粍

(0.5319)

機

2805

密

仙

棉

(0.5317)

出所 :第 1表に同じ.

堤. ( )内は中間投入比率･



第2図 アグリビジネス産業連関表模式図

OUT捕 アグリビジネス 1金属 工 業 非金属工業 エネルギー サ ー ビス

アビグジリ.ネlス 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

E金i属コ二葉 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇･〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

非金属工莱 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

エ 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 ○ 〇〇〇〇〇
ネ 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 ○ 〇〇〇〇〇
ノレ 00000 〇〇〇〇〇.〇〇〇〇〇 ○ 〇〇〇〇〇

サ 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇;〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇

Iど 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇30C一〇〇〇〇〇〇〇〇 00000 C一〇〇〇〇
〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 00000
〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇

順

序
よ
く
配
列
し
て
あ
る
の
で
'
こ
れ
を
利
用
す
れ
ば

よ

り
簡
便
で
あ
る
｡
そ
の
好
例
が
'
第

一
図
に
示
し
た

(2
)

よ
う
な
政
府
表
の
統
合
法
で
あ

る

｡

こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
､
統
合
に
か
か
わ
る
部
門
の
基
本
分
類
段
階
に
お

け

る
主
原
材
料
投
入
比
率
等
も
酷
似
し
て
い
る
の
で
'

統

合
後
に
つ
い
て
も
投
入
係
数
の
安
定
性
が
大
き
く
損

わ
れ
る
こ
と
は
な
い
｡

第
二
の
方
法
は
'
や
や
繁
演
で
は
あ
る
が
'
ブ

ロ
ッ

ク
化
と
三
角
化
に
よ
る
方
法
で
あ
る
｡
工
業
化
の
進
ん

だ
経
済
社
会
に
あ
っ
て
は
'
あ
る
産
業
が
他
の
産
業
と

の
経
済
的
相
互
依
存
関
係
を
全
く
持
た
ず
に
存
在
す
る

こ
と
は
稀
で
あ
る
｡
反
面
'
総
て
の
産
業
が
が
ん
じ
が

ら
め
の
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
D

わ
れ
わ
れ
の
過
去
の
産
業
連
関
表
の
経
験
的
観
察
結
果

に
よ
れ
ば
'
各
産
業

(商
品
生
産
活
動
)
の
結
び
つ
き

(3
)

は
様
々
な
濃
淡
を
持
っ
て
い

る

｡

こ
れ
が
実
践
的
な
部

HH門
統
合
を
行
う
際
の
有
力
な
手
掛
り
と
な
る
｡

ま
ず
'
そ
う
し
た
結
び
つ
き
の
濃
淡
を
基
に
'
全
部

門
を
大
き
く
ブ

ロ
ッ
ク
化
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
｡

わ
れ
わ
れ
の
方
法
で
は
'

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ブ

ロ
ッ

ク
'
メ
タ
ル
ブ

ロ
ッ
ク
'
非
金
属
工
業
ブ

ロ
ッ
ク
､
エ

一
七

一



《
ノ
ー
ト
》

産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
問
題
の
実
証
的
検
討

ネ
ル
ギ
ー
ブ

ロ
ッ
ク
'
サ
ー
ビ
ス
等
ブ

ロ
ッ
ク
の
五
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
割
し

(4
)

た

｡

つ
ぎ
に
'
ブ

ロ
ッ
ク
内
の
各
部
門
を
そ
の
中
間
需
要
比
率
を
基
に
,

素
材
型
部
門
か
ら
最
終
財
型
部
門

へ
と
順
に
シ
ー
ケ
ン
ス
を
組
み
替
え
る
･

こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
し
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
表
を
模
式
的
に
示
せ
ば
第

二
図
の
よ
う
に
な
る
｡

こ
れ
を
数
学
的
に
表
現
す
れ
ば
'
投
入
係
数
行
列

A
I
[a
tJ･]

が
存
在
す
る
と
き
'

の
よ
う
な
要
素
を
持
ち
t
A
22
は

ち ら E)
CJ N トー

ミ ミ ミ

A
=

A
]
.

00
A
.IA

51
U>良 o Nh o

uhき.uEt> o oい くd i)

uEhAEh o o o

uh AEh o o o

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
こ
こ
で
A
こ
は
正
則
行
列
で
あ
り
'
0
は

す
べ
て
ゼ

ロ
か
ら
な
る
行
列
で
あ
る
｡

A
II･

A
2
2
,

A
33
は
､
エ
ネ
ル
ギ
ー
ブ

ロ
ッ
ク
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
等
ブ

ロ
ッ

ク

を

除

け

ば
'
そ
れ
ぞ
れ
他
の
ブ

ロ
ッ
ク
と
は
希
薄
な
関
係
し
か
有

せ
ず

(実
際
に
は
a
i,･×
10
2<
)
を
ゼ

ロ
と
見
な
す
)
t
A
.l
お
よ
び

A
33

i

の
よ
う
な
要

素

を
持

つ
｡

す

な
わ
ち
'
依
存
性

を
基
準
と
し
て
み
れ
ば

A
ll,
A
22T
A
,,
は
近
似
的
に
は
相
互
に
独
立
で
あ
り
･
序
列
性
を
基
準

と
し
て
み
れ
ば

A
tl
お
よ
び

A
33
は
ブ

ロ
ッ
ク
三
角
性
を
､
A
22
は
ブ

ロ
ッ
ク
循
環
性
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
O

や
や
粗

っ
ぱ
-
い
え
ば
'
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ブ

ロ
ッ
ク
は
'
メ
タ
ル
ブ

(..･1.)

ロ
ッ
ク
お
よ
び
非
金
属
工
業
ブ

ロ
ッ
ク
と
は
分
離
可

能

で

あ
る
か
ら
'
こ

れ
ら
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
統
合
は
多
く
の
場
合
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
の
投
入

構
造
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
さ
ず
'
し
た
が
っ
て
そ
の
限
り
に
お
い
て

生
産
の
波
及
効
果
過
程
に
つ
い
て
も
大
き
な
歪
み
は
も
た
ら
さ
な
い
｡
そ

こ
で
問
題
と
な
る
の
が
'
エ
ネ
ル
ギ
ー
ブ

ロ
ッ
ク
と
サ
ー
ビ
ス
等
ブ

ロ
ッ

ク
の
部
門
の
統
合
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
部
門
か
ら
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
部

門

へ
の
投
入
は
区
々
で
あ
り
'
ほ
と
ん
ど
投
入
の
な
い
も
の

(た
と
え
ば

｢
公
務
｣
と
か

｢
公
共
サ
ー
ビ
ス
｣
関
係
)
を
除
い
て
は
原
則
と
し
て
大

き
な
統
合
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
｡
同
様
の
こ
と
は
'
他
の
プ

ロ
ッ
タ
の

素
材
部
門
に
つ
い
て
も
い
え
る
Q

注
(-

)

現
在
､
わ
が
国
で
唯

1
の
産
業
連
関
分
析
の
ト
ー
タ
ル
,
シ

ス

テ
ム
を
持
つ
N
杜
の
例
を
挙
げ
れ
ば
'
六
〇
行
×
六
〇
列
の



正
方
行
列
の
処
理
に
要
す
る
中
央
凍
集
処
理
装
置
の
計
井
時
間

(
c
p
U

タ
イ
ム
)
は
左
の
通
り
で
あ
る
｡

行
列
A
と
行
列
月

の
除
草

-
I-
･-
･･････
･-
〇
･
八
秒

行
列

A
と
行
列

β
の
乗
革

…

-
-
-
･二

九
･
〇
秒

行
列

A
の
投
入

係
数

の
計
算

-
-
-
-
-
-
〇

･
七
秒

行
列

A
の

[～
-
ゝ
]
⊥

型
の
逆
行
列
の
計
算

-
-
-
-
二

三
･
〇
秒

こ
れ
は
'
あ
く
ま
で
も
平
均
で
あ

っ
て
'

七
ソ
ク
ー
･
コ
ソ

ピ

ュ
ー
タ
ー
へ
の
負
荷
状
況
'
行
列
の
疎
密
に
よ
る
差
は
入

っ

て
い
な
い
｡
し
か
も
'
行
列
演
算

の
計
算
量
は
'
行
列
の
大
き

さ
の
二
乗
'
三
乗
に
比
例
す
る
の
で
'
行
数
と
列
数
の
わ
ず
か

の
変
更
で
計
算
時
間
は
非
常
に
大
き
く
動
く
｡
ち
な
み
に
'
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
産
業
連
関
表

(
内
生

二

四
部
門
)
の

[
ヽ
1

(I
-
M

)
A
]
⊥

型
の
逆
行
列
の
計
算
に
は
'

ア
ク
セ
ス
タ
イ

ム

で
平

均

一
五
分
程
度
を
要
し
た
｡

(
2

)

も

っ
と
も
'

政
府
蓑
の
統
合

が
絶
て
-
ま
く

い
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
'

下

の
鋳
鍛
鋼
品

の
よ
う
に
基
本

分
類
か
ら
統
合

鍛 鋼

(0.5610)

絹 朝

(0.4451)

鋳 鉄 管

(0.4841)

機 械 用 鋳
鍛造品(秩)

(0.6426)

そ の 他 の
鉄 鋼 製 品

(0.6902)

鋳 鍛 鋼 品

(0.6310)

《
ノ
ー
ト
》

産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
問
題
の
実
証
的
検
討

小
分
類

(
内
生

〓
ハ
五
部
門
)

へ
の
統
合
段
階
で
も
中
間
投
入

比
率

(
括
弧
内
)
に
か
な
り
の
差
が
生
じ
て
い
る
場
合
も
あ
る
｡

(
3

)

基
本
分
析
に
よ
る
政
府
蓑
の

x
i,･
に
は
'

ゼ
ロ
な
い
し
は

ゼ

ロ
に
近
い
要
素
の
も
の
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
事
実
を
み

よ
｡

(
4

)

稿
末
参
考
文
献

〔
_5
〕
参
照
｡

(
5

)

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
と
そ
の
他
の
産
業
と
の
二
部
門
分
割
に
よ

る

産
業
連
関
表
の
コ
三
ア
イ
テ
ィ

･
バ
ラ
ソ
ス
式
は
次
の
よ
-

に
示
す
こ
と
が
で
き
る
｡

[
津

]

-

[
蝉

津

]
[
蝉

]
.

[
･誓

た
だ
し
こ
こ
で
t

X
L4.X
c
は

そ

れ
ぞ
れ
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス

部
門
と
そ
の
他
部
門

の
生
産
額

の
列
ベ
ク
ト
ル
t
F
J
,
F
o
は

そ
れ
ぞ
れ
両
部
門
の
最
終
需
要
ベ
ク
ト
ル
で
あ
り
'
行
列
A
.i.

A
t2,
A
21,
A
22
は
投
入
係
数
行
列

A
I
[a
ij
]

の
部
分
小
行
列
で
あ
る
.
こ
こ
で
t
A
ll
お
よ
び

A
22
は
正
則

行
列
で
あ
る
が
t
A
12
お
よ
び

A
21
は
正
則
行
列
と
は
限

ら
な

ヽ
0

､

し
さ
て
､
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
が
分
離
可
能
で
あ
る
と
い
-

こ
と
は
.
投
入
係
数
行
列

A

の
部
分
小
行
列

A

12
の
要
素
が

総
て
ゼ
ロ
で
あ
る
と
い
-

こ
と
で
あ
る
｡
そ
こ

で
こ
の
経
済
学

的
意
味
を
考
え
て
み
よ
-
｡
ま
ず
'
投
入
係
数
に
基
づ
-
両
部

一
七
三



《
ノ
ー
ト
V

産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
同
産
の
実
証
的
検
討

門
間
の
波
及
効
果
を
'
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
側
か
ら
み
て
次
の
よ

-
に
分
け
て
考
え
る

(
以
下
は
宮
沢

〔
20
〕
に
全
面
的
に
依
拠

す
る
)
0(Z

I
A
).)
-
I-
B
･-
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
内
部
で
の
波
及
効

果

A
2tB
I
B
l･･･
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
内
部
の
生
産
活
動
が
誘

発
す
る
そ
の
他
部
門
か
ら
の
投
入

B
A
12-
B
2･･･
そ
の
他
部
門
で
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門

か
ら
の
投
入
が
誘
発
す
る
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
部
門
活
動

へ
の
波
及
効
果

(
た
だ
し
こ

こ
で
は
ゼ
ロ
)

(
I

-
A
22)
⊥
-
T
･･･そ
の
他
部
門
内
部
で
の
波
及
効
果

T

A
21-
T
t
-
･･･-

7
ダ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
で
の
そ
の
他

部
門
か
ら
の
投
入
が
番
発
す
る
そ
の
他
部

門
活
動

へ
の
波
及
効
果

T
IB
2
-
T
A
2lB
A
12-
L
-
そ
の
他
部
門
で
の
ア
グ
リ
ビ

T.L
ネ
ス
部
門
か
ら
の
投
入
に
基
づ
く
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
の
生
産
活
動
に
よ

っ
て

間
接
的
に
誘
発
さ
れ
る
そ
の
他
部
門
で
の

波
及
効
果

(
た
だ
し
こ
こ
で
は
ゼ
ロ
)

(I
-
L
)
-
1I
K
-
右
の
稔
効
果

(
た
だ
し

こ
こ
で
は

K

-
O

K
T
=
M

-
そ
の
他

部
門
内
部
で
の
波
及
か
ら
直
接

･
間

】
七
四

接
に
ア
グ
リ
ビ
+,h
ネ
ス
部
門
活
動
を
通
じ

て
誘
発
さ
れ
る
そ
の
他
部
門
で
の
波
及
の

鮫
効
果

(
た
だ
し
こ
こ
で
は

M
-
T
)

こ
の
と
き
'
次
式
が
成
立
す
る
｡

･I･
A
)･lI
[･･MB
BT
章
(

町
㌍
･M
,-]

この
式

は

[
-h
iBB

IT畔
]

[
罠

∵

IP
.A
2
｣

-
[
i
十

jP･]

な
る
こ

と

に
よっ
て

'

容

易
に
証
明
さ
れ

る

｡

こ
こ

から
'
最

終
需
要
が
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
に
対
し
て

F
/

そ
の
他
部

門
に
対
し
て

F
c
と
与
え
ら
れ
た
と
き
'
こ
の
均
衡
産
出
解
は

次
の
よ
-
に
求
め
ら
れ
る
｡

[

･xK
f]
-

丁

聖

轟

≒

押

]

X

AIB
F

A

X
cI
M
B
tF
A+M
F
c

さ
す
れ
ば
'
こ

こ
で
の
経
済
学
的
意
味
は
こ
-
で
あ
る
｡
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
が
分
離
可
能
で
あ
る
と
い
-
こ
と
は
'
そ

の
生
産
活
動
水
準
は
も

っ
ぱ
ら
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
内
部
相
互
間

で
の
循
環
波
及
効
果
に
依
存
し
て
決
ま
り
'
そ
の
他
部
門
を
介

す
る
波
及
部
分
が
な
い
と
い
-
こ
と
で
あ
る
｡
こ
れ
は
'
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
に
と

っ
て
重
大
な
イ
ソ
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
に



富
む
が
こ
こ
で
は
メ
ソ
シ
ョ
ソ
せ
ず
'
後
日
に
譲
る
O
と
り
あ

え
ず
は
'
稿
末
参
考
文
献

〔
15
〕
の
計
測
結
果
を
み
よ
｡

〔参

考

文

献
〕

〔-
〕

赤
羽
隆
夫

｢産
業
連
関
分
析

に
お

け

る
部
門
統
合
の
問
題
点
｣

(『E
s
P
』
恥
97
､
経
済
企
画
協
会
'

1
九
八
〇
年

五
月
)
'
六
〇

-

六
五
頁
｡

〔
2
〕

宮
田
満

｢在
庫
調
整
を
過
大
視
す
る
な
-

〟赤
羽
理
論
″

へ
の

疑
問
-

｣
(『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

1
九
七

八
年
四
月
二
五
日
号

'
毎

日
新
聞
社
)
'
二
二
-
二
六
頁
O

〔
3
〕

西
岡
幸

l
｢
三
%

を
得
て
七
野
を
望
む
｣
(『
日
本
経
済
研
究
セ
ン

タ
ー
会
報
』
第
三

l
四
号
'
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
t

I
九
七
八

年
)
'
六
四
-
六
五
頁
｡

〔
4
〕

赤
羽
隆
夫

｢在
庫
変
動
が
景
気
を
左
右
す
る
-

〟赤
羽
理
論
″

へ
の
疑
問
に
答
え
る
-

｣
(『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

一
九
七
八
年
五
月

〓
ハ
日
号
'
毎
日
新
聞
社
)
.

1
四
-
二

1
頁
O

〔8
〕

W
･
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
著
'
新
飯
田
宏
訳

『
産
業
連
関

分
析
』
(岩

波
書
店
t

l
九
六
九
年
)'

一
一
九
頁
｡

〔

9
〕

W
a
ss
ily
W
.
L
eo
n
tie
f.
T
h
e

S
tr
uc
tur
e

of

A
m
e7･ican

E
C

O
n
-

y

,N
e
w

Y
o
rk
;

Ox
f
ord
U
ni
v

er
s
ity

P
r
e
s
s
,

19
57
.

p
p
･
1
4
I

L6
&
p
p
.

)26J
271

〔
E2
〕

W
･
レ
オ
ン
チ

ェ
フ
著

'

時

子

山
和
彦
訳

『
経
済
学
の
世
界
』
(
日

本
経
済
新
聞
社
'
昭
和
四
九
年
)'
序
文
六
貢
｡

〔
‖
〕

畠
中
道
雄

｢統
合
法
と
生
産
係
数
｣
(東
北
大
学
経
済
学
会

『
経

済
学
』
第
二
二
号
'

一
九
五

一
年
).
二
四
-
五
七
頁
o

〔
l
]

山
田
勇

『
産
業
連
関
の
理
解
と
計

測
』

(効
草
書
房
t

l
九
六

1

年
)
､
六
六
-
九
七
頁
｡

〔
13
〕

M
ath
ild
a
lio
tzm
a

n,
"P
roblem
s
o
f
C
lassiG
ca
t
io
n
a
n
d

A
ggreg
at
ion",
in
W
assity
Leon
tief
and
O
th
e
r
s
e
d

..

S

tud
ieS
i
n

the
S
iruJ
iu7･e
Of

ike
A
m

w
t.ca
7
1
E
coTtO
m
y
,

N
e
w
Y

o

r
k
;
O
x
f
ord
U
n
iv

ers
ity
P
r
e
s
s
,
19
5
3
,
p
p
.
32
6
･

05?
.

〔
5
〕

森
嶋
通
夫

『
産
業
連
関
と
経
済
変
動
』
(大
阪
大
学
経
済
学
部

社

〔
E
]

会
経
済
研
究
室
研
究
叢
書
第
四
冊
'
昭
和
三
〇
年
)｡

〔
6
〕

森
嶋
通
夫

『
産
業
連
関
論
入
門
』
(創
文
社
'
昭
和
三

1
年
)
｡

〔
ほ
〕

〔7
〕

新
飯
田
宏

『
産
業
連
関
分
析
入
門
』
(東
洋
経
済
新
報

社
'
昭

和

五
三
年
)

｡

《
ノ
ー
ト
》

産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
部
門
統
合
問
題
の
実
証
的
検
討

荒

憲
治
郎

｢産
業
部
門
の
統
合
と
動
学
的
安
定
条
件
｣
(『
一
橋
論

叢
』
第
三
三
巻
第
六
号
'
昭
和
三
〇
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(付表6 つづき)

番号F部門名i範宗詣書ヂ 順号 部門名F範芸兼好
そ の他 の鉱 業11410-10～1990-90

68 桓 送 機 械
3801-10-
3910-10′-39

71 桓 鋼 一次 製 品

3411-00′-341

7 3 贋鉄金属~次製は完主:io～3429-9 0

可 鉄 鉱 石い210-00

75 1非 鉄 金 属 鉱 1220-10-1220-9〇

三書芸呂二三呂:S冨冨三二三呂H

79 r家 具桓 -ll-

80 トゴ ム 製 品】3000-10-

86 基礎 化 学 薬 品
3110-ユ0′-311
3117-1〇･一311
3119-10′-3119-90

87 廃 業 ･土 石i3310-10-

88 ト ル プ･* 2711-10-

89 廃 材 ･木 製 品l251

90 1林 郎 …f三二三g

93桓 市 ガ ス15120-0｡-51301∞

94:石 油 製 品13210-00

96E原油 ･天然ガスl1301-00-1320-00

炭1110l-00

99]その他の卸売-* 110-00

103ら不 動 産 賃 貸 画 6403-00

72C0-0〔).-7201-00

公共 サ ー ビス】8210-01-8290-30
105

言の他のサ~tl昌gSI主呂=8854諾二冒呂

109;.事 務 用 品L8600-00

1101梱 句 87∝ト00

分 棋 不 明 9000-00

建 築l4001-10-4003-CO

土 木l4∝)4-1トー4009-90

8101--00-8102-00

注.*は細分割部門である



(付表6 つづき)

番可 部門名l範鮎苦節"番号.L部門名l範題兼好

20 唇 面 漁 業Lo41011｡-0410-3C

21 匝 廃 業軒 ｡-40

22 魔歪面漁業 .養1｡430-1C-043012C
23 匡 そ ･しょう油I2091-20

24 巨 の他の調叫 2091120*

26 .清 酒

27 1ビ - ル

28 Lその他 の酒塀 2110-50･2110190

29 桓 物 油 吋 2012-30

31 t屠慧葺 む肉親岳2011-CO

32 区 の他の食料品桓 ト90

33 弓乳 製 品;2020-0｡*

l

36 恒 粉i2050-20

38 卜魚 用 塩/2091160

40 L澱 粉

411天然繊維紡績 2301-1C･～2304-〔＼O
42 !特 殊 林 産 物.0212-10

43 :養

44 とそ の 他 畜 産Loo16-90

い も 塀loo14110

60 農 業 サ -ビス10020-01-CO20-90

61 桓 料 ･農 薬13118111-3118-20

63 ･庭 料晶小売業t6120-00

65 :&料品加工機械I3603-51

66 !そ｡他_般機械l
3601-10-3602120
3603120-3603-40
3603-52- 36C6-90

67 i電 気 横 紙i370ト10-3704-90

一
七
八



(付表 5 つづき)

3601-10-3602-20
そ の他 の機 械 3810-10-393〇190

I- I--I I-

62 恒 成 馴 旨製 忌 3990-3｡

l

農 芸

3705-80.3990110

-20･一40･一50

その他の製造業

4001110- 40 0 2-

20･40〇3-0｡

;; ]芸警碧雲蓋望芸I.4mm44_三二 .9

67 Fそ の 他 建 設 40C9-10-90

68 屠気.ガス.当51L0-ll-53〇1-00

69恒 業161101∞ ･6120-00

7｡ 慮慧 ●保険 '不1620〇一00-6403-CO

71 運 輸t7110-C0-7201-00

7300-10-8410-CO

85Cや-10-87001〕0

75 1内生部

付表6 アグリビジネス産業連関表の部門分類対照表

･o 恒 穀t2050110

2 懐;･コ - ヒ

油 ･魚 粕;2040-40

･5 慎 産ぴん 'かん唇 011〇

16 1ね ｡ 製 品12040-21

水 産 食 品



(付表 5 つづき)

番可 部 門 名 i範鮎 芳好 日番可 部 門 名 l 範票詣 書㌢

･1尾 諸 の食用耕ioo14-90

12 l菓 た ば こLoo15-10

13 1嘉還得宗非食用po15-20-COLS-90

19 il養 蚕匝 7-00

農 業 サ ー t･ス!0020-01-∞20109

育 林lo2日-10

22 恒 殊 林 産 物!0212-10

23 素 材k220-00

-.I: ;:/

33 1雷雲ま詣 畜産L2012-10･2012-20
34 【動物 .植物油脂!2012-30.2C 9 1- 10

35 匡 乳 ･乳 製 品l2020100

36 贋菜 .果実加工12030-10･2030-90

44 Iその他の食料品L2Cや1-40-2Cr91-90

46 恒 塀L2110-10-2110190

47 匝 涼 飲 料i2140100

可 悪霊急び化学繊12301-10-2306-CO

50 トロ ~ プ .漁 網12390~40

2311-10.}2390-30

2390-50-2430120

材.2510-10

板r2510-20

57 匝 学 肥 料13118111-3118119

鼻 薬13118120

石 油 製 品13210-∞



(付表 4 つづき)

番号 F部 門 名 l 竺宗兼 好 il- F部 門 名 l 範鮎 寿欝

7120F国悪警苧 (国電恒 0-00

71 2 1桓 鉄道 ･軌道17121-02

7122r道 路 旅客 7122-ll.-7122-1

7123願 望旅客自動J7123-｡0

713再 路 貨 物輸送f7131-.0-7131

7132僅 霊宝貨物自動】7132-00

7142贋路輸送施設捷恒 2-∞

7150.外 洋 輸 率 71501CO

一
2〇

一

一

71601雲海 .内水面輪t7160-1｡～7160-22

7170l航 空E717010ユ-7170-｡2

71901そ の他 の輸送

72(刀 I倉 庫

自 家 教 育r8211-CO

社会教育 ･その
他の教育

学 術 研 究機 関

8212- 11.-8212-22

8213-1i- 8213 -22

8400桓 楽 サ ー ビ ス

8410転 送

8400-2i-8400-99

付表 5 農林漁業を中心 とした74部門分類対照表



(付表4 つづき)

番号L部 門 名 r範蒜兼好
熱 間 圧 延 鋼 材t3415一刀0

鋼 管L3416JX,

番号l部 門 名 範囲(基本分
塀列符号)

389蟻 の他の輸送機1389010-3890-90

3910弓精 密 機 楓 3910-10-3910-90

39201光 学 機 械と3920-1〇-392｡-20

3930侍 計:3930-10-3930-90

399○芦その他の製造業;3990110-3990-60

3502底 の他の金属製13502-10-3502-90日4°｡3摩 設 補 修

3601L讐動機 .ボイラ.･3601-10

3602E表誌 金̀属加工 3602-1｡-3602-20

3603廃 業 機 中 03-10-3603-57

3･う｡41譜 墓芸域齢 ;3604-11-3604-2〇

1

3叫 事 務 用 機 械P605-10

35〇蟻 の他の~般機岳
3606-10～ 3606-90:

37〇1厚電機甲370ト10-3701-40

3702 .属生用電気機器-
3702-10-3702-23

3703億 詣 算機 同付P703-

3704底 の他硝 電轡 3704-10-

40C･2110-4CXj2-20

511〇恒 力IL511｡-ll-5110-20

廃 棄 物 処 理l5300110-5300-20

62001金 融



(付表 4 つづき)

番可 部 門 名 l 範票兼 好 iE

2140恒 涼 飲 料I2.40-0〇

雪 220010〇

2320lメ リヤ ス製 凪 2320-00

2390信 の他 の織経典桓 0110-2390-90

2430桓料･身廻晶J2430110-2430-2〇
2510I誓 ●合板 .チ】2510-10-2510-3〇
2520Lその他 の木製品岳2520-00

一
八
三

2910
奥 ー_竺 空 j

2910-00

3｡00F3' ム 製 可 30m110-3000-20

3111贋 機基礎化学薬1311ト1｡-3111-40

3112 ･芸完箪歪真横基Z3112-10-3112-70

3116-10-3116-90

3117匡･ 成 樹 脂;3117-10-3117190

31181化学肥料 ･鼻薬13118-ll-3118-20

3119信 の他 の基礎薬】3119-10-3119-90

3130桓 料E3130-00

薬 品13191-∞

3192[嘉の他 の化学製J3192-10-3192-90

3310座 設用土石製亘 3310-10-3310-90

3320-10ノー3320-20
メ ソ ト13340-00

339蟻の他 の土石製l3391-1｡-3390-90

2711lパ ル プ12711-10-2711-20日3411L銑 鉄l3411-∞

27121 耗 12712-10-2712-40

2720恒 製 品】2720-10-

3412I鉄 屑13412-00

3414桓 錦軒 4J3,



(付表 3 つづき)

51 桓 輸17H0-00-7201-OC:357

52 桓 信t73CX>10-7300-90

務j810ト00～8102-00日

育 i8210-01-8212-22
8213-11～821

56 儀 蔑 ●社会保障@220101-825C-22

番号l部門名

その他公共サ1829CL20-8290-30ビス

三の他のサ-ビ】
8300-I0-8509-90

59 庫 務 用 可8600100

60 桓 句8700100

61桓･塀不明19000-00

62唇生部門叫 9099-00

付表 4 165部門分類対照表

番号F部門名E範票講書チ
1301t原 油L1301100

範囲(基本分
析列符号)

O｡1日米 麦lool1-さ｡-OOH
0012恒 菜匝 2-0｡

0013座 乗匝 3-00

用作物 (除別.:∞14_10～∝14_90

0015-10-0015-90

0016恒 産l0016-10-｡｡16-9｡
0017F養 蚕10017-00

0020㌔農業 サ ー ビ スloo20J31-002C-C9

｡211恒 林lo21ト 10

0212i(蒜 窒冨誓慧)

0220廃 材1.0220100
0410匝 面 漁 業30410-10-041CL40
0430恒 水 面 漁 業10430-10-043CL20

1220r非鉄金属鉱石 1220-10～1220--90

1410j窯業原料鉱物
1410-LO～1410--20

1420砂 利 ･石

･99蟻 蒜他の非金属L1990-10-1990-90

20,1j屠 *011-00
2012′肉 製 可 2012~10-2012~30

2040】水 産 食 品)040-10-2040-4C

2｡50弓精 穀 ･製 粉t2050-10-2050-20

2060;パ ン ･菓 子L2060-00

2｡70桓 * 070100

2091110-2091190

2叫 配 合 飼 画 2併2-00

2110-10～2110-90



付表 3 61部門分類対照表

空号L部門名L範蒜兼好 番号L部門名l範票兼好
26rゴム製 品P3000_10～30CO_20ol画種農業lool1-10-001

02 恒 産Eoo16-10-｡Ol

C4 贋 莞)(狩猟業をro211-10-022CLOO

06 ;石 灰.110ト00

C7 1鉄 鉱 石E1210-∞

08 E非鉄 金 属鉱 石l1220110-1220-90

09 1原油 ･天然ガス】1301-00-1302-00

10 区 の他 の鉱業I1410-10-1990-90

11 贋針 肉 酪̀農i2011-00-2C20-00

12 :水 産 食 品r2040-10-2040-40

その他の食料品
2030-10.-2030-90
2060-00-209210:)

飲 料F21,0-10-2ユ

16 :健 筆

27 1基 礎 化 学 製 品
311ト10～3113-90
3117-10′ー3119-90

28 1化 学 繊 維 原 料 3115-10-3116-90

3130-00-3192-90

31 r石 炭 我 品F3291-10-329ト30

32 i窯業 土 石 粂 晶J3310-10-3398-90

33 :銑 鉄 ･粗 341I-00-3414-CXj

鋼 一 次製 34L5 100-3418-90

35 僅鉄金馬-次製間 主IXo～3429~90

36 庫 属 其 FpF3501-1.-3502-90

37 ト 般 機 械Z3601-10-3606-90

38 恒 荒 磯 械恒01-10-3704-90

39 桓 送 横 車 810-10-3890-90

40 桓 密 横 車 910110-3930-90

22∝ト00 rZ41iその他の製造業

2301-10～23C4-00

化 学 繊 維 紡

諾鮎 その他繊 l

2305-00-2306-00

2311-10～2390-90

20 j身 廻 晶12410-.0-

完 21 LA 材 ･木 典 品k51010-25201
五

22 廃 兵l26C0-日-2600-20

24 匝 刷 ･出 画 28001ユ0-

25 卜皮革 ･皮革製

10～3990･-60

42贋等音獅修F
400i-i0-4003-00

43 1j= 木弓
40041i1-4009-90

44 恒 ヵ
5日0-11～5110120

45 贋 歪妄言漂 供】
5120-0〇･一5130-00

竺 橿 碧さ野 竺 152C0-ll-53定 義

47 廃 業16110lCX3-6120-

6200100-630〔ト20

可 不 動 産 業恒 10100-6402-00

50I不 動 産 賃 貸 画 6403-｡0



(生産者価格, 13部門)

7
不 動 産
ti 貸 料

8 10 ll 12 13

000000 .000015 .000000 .017199 .000000 .000000 .041700
000000 .000010 .000110 .000104 .000000 .000000 .030423
001867 .313699 .078881 .154173 .696338 .639332 .320273

416117 .003313 .008669 .004533 .000000 .000000 .000102

.003373 .013437 .00g400 .021443 .000000 .004959 .0288401 .013708i .064699 561 :.012657,040957

.000062 .001669 .002802 .002023 .000000 .000460 .004978
.003389 12

.533859 68

.002591 .016096 .025015 .018372 .000000 .000000 .052586 .020174 69

.098427 .331753 .669790 .429923 .000000 .208047 .000000 .243693 70

.372598 -.005587 .090000 .113328 .000000 .000000 .024927 .123118 71

.056554 .085324 .023610 .046132 .000000 .005703 .097742 .058290 72
.027259 73

.OOOOO0 -.015219 .000000 -.002417 .000000 .000000 -.025133 -.006393 74

.466141 75

(生産者価格, 13部門 【ト (ト 如 A]-1)

∫不 動 産賃 貸 料 8運輸 .通信 9 t 10 ll 12 13 行 和 感 応 度
公 務 サービス 事務用 品 梱 包 分類不明 係 数

.019598 .040987 .013166 .038418 .078032 .070606 .084297 1.683196 .822431 1

1004151 006390 010621 012068 18113121I11109684 542206 2

293696 635876 199730 .339905 1.234686 1118478/ 726578 2697624040712 3
420470 018874 016146 .015247 .013853 01.3247 012909 607107 785253 4

0 13652 029774 028548 050172 346669 658000 5

069383 161130 131763 .099546 .388962 197409 273456 0080551469774 6
007696 031682 025337 021709 280558 625697 7

041040 1145907 070558 ,055802 .099271 074535 235765 3382241142486 8

000000 000000 1.000000 .000000 .000000 000000. 000000 .000000 488613 9
028058 039397 032218 1.054275 .041066 036492 094004 .526994 746109 10
001431 003936 003832 .003437 1.004014 003655 008015 047618 511880 ll

002252 005330 001823 002671 .009524 1.00S461 005879 067154 521425 12

015792 027204 008045 033447 .026982 022509_1021070 .320909 645413 13

1.917219 2.146488 1.510494 1 26.605931



付表 1 投 入 係 数 表

1農林水産品 2 3製造工業製Pt1 4建 設 5 】 6票歪 ●ガス願 篭

食乙 産 T"

lA 林 水 産 品 .106884 _002745 .069520 .001092 .000000 .000000
2鉱 産 品 _000007 .002836 .059644 .019340 .124577 _000001
3射 造 工 業 穀 品 .193468 .085405 .413294 .362030 .193900 .024954
4建 設 .001618 .001735 .001013 .000248 .023916 .001708

5電 気 . ガ ス .水 道 .002555 .023876 .016730 .006824 .0197Il .006239
6歳菜 .金払 .保険 .不動産

7不 動 産 井 貸 料 .004459 _006995 .003535 .004970 .006814 .046309
8運 頼 . 通 信 .026790 .239933 .024847 .050339 .034014 .044523
9公 務 .000000 .000000 .000000 .000000 .000000 .000000
10サ ー ビ ス .000433 .006712 .018076 .022268 .015329 .033673

11事 務 用 品 .000387 .001292 .002008 .000831 .001962 .002664

12梱 包 .001616 .000058 .007249 .000000 .000000 .001033
13分 類 不 明 .005465 .028884 .016892 .024157 .020916 .013535

68小 計 .387433 .462137 .694552 .564981 .494303 .230006

69家 計 外 消 史 支 出 .004437 _030274 .018086 .026771 .011243 .026885
70液 用 者 所 得 .088057 .277333 .163472 .222991 .207766 .319062
71営 業 余 剰 .430139 .121430 .057310 .131415 .107519 .299871

72資 本 減 耗 引 当 .084058 .116044 .041363 .045688 .129106 .096215
73聞 手妾 税 .023752 .027358 .031803 .009905 .054676 .032242

74(控除) 補 助 金 -.017876 -.034576 - oD6586 -.001671 -.004613 -.004282

75小 計 .612567 .537863 .305448 .435019 .585697 .769994

付表 2 逆 行 列 係 数 表

1農林水産品 2t鉱 産 品軽 業製 4建 設 5 1 6電気 .ガス;商業 .金融水道 1保険.不動産

1農 林 水産 品 1.120133 .C24779 .112304 .045313 .026985 .008580
2鉱 産 口., 003803 1004263 016709 009590 023028 001408
3製 造 工 業 製 品 393271 332223 1785302 683273 409471 117271
4建 設 007759 012512 010101 1009372 032129 024488

5電 気 ー ガ ス .水 道 011782 036603 035097 023355 1.031155 011581

6商業 .金融 .保険 .不動産 087529 125827 142378 144883 104212 1.081578

7不 動 産 貨 貸 料 011727 019857 015784 016879 015416 052448
8運 輸 . 通 信 050581 276755 069909 090580 067053 060466

9公 務 000000 000000 000000 000000 000000 000000
10サ ー ビ ス 013113 025540 042632 045460 031632 043108

11事 務 用 品 001672 003091 004475 003101 003514 003443

12梱 包 004775 002757 013304 005219 003152 002009
13分 類 不 明 013712 037020 032019 036514 029355 017241

列 和 1.719858 1.901227 2.280015 2.113537 1.777104 1.423622
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[環境設定／ユーザー情報ダイアログで個人と組織の情報を入力します。]


概要


文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。


		手動チェックが必要: 2

		手動チェックに合格: 0

		手動チェックに不合格: 0

		スキップ: 1

		合格: 13

		不合格: 16




詳細レポート


		文書



		ルール名		ステータス		説明

		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要

		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない

		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である

		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる

		優先言語		合格		テキスト言語の指定

		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている

		しおり		不合格		大きい文書にしおりが存在する

		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である

		ページコンテンツ



		ルール名		ステータス		説明

		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている

		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている

		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している

		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定

		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている

		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない

		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし

		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない

		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない

		フォーム



		ルール名		ステータス		説明

		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている

		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある

		代替テキスト



		ルール名		ステータス		説明

		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要

		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト

		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある

		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない

		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素

		テーブル



		ルール名		ステータス		説明

		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある

		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある

		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要

		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある

		概要		スキップ		テーブルに概要が必要

		箇条書き



		ルール名		ステータス		説明

		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある

		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある

		見出し



		ルール名		ステータス		説明

		適切なネスト		不合格		適切なネスト
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